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今
年
度
（
２
０
２
２
年
）
は
劣
化
列
島
日

本
を
テ
ー
マ
に
シ
リ
ー
ズ
で
寄
稿
し
て
い
る

が
、
第
５
回
目
は
、
劣
化
列
島
日
本
の
象
徴

と
も
言
え
る
『
出
羽
守
（
で
は
の
か
み
）
』

に
支
配
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
報
道
を
取
り
上

げ
る
。
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
出
羽
守
（
で
は

の
か
み
）
の
弊
害
を
提
言
し
て
き
た
。
出
羽

守
（
で
は
の
か
み
）
と
は
、
欧
州
で
は
…

…
、
米
国
で
は
…
…
、
と
欧
米
の
習
慣
や
言

動
を
常
に
引
き
合
い
に
出
す
事
を
言
う
。
出

羽
守
は
『
欧
米
は
日
本
よ
り
優
れ
て
い
る
』

と
の
前
提
が
あ
り
、
日
本
を
自
虐
的
に
攻
撃

す
る
事
が
多
く
、
日
本
の
優
れ
た
文
化
を
破

壊
し
、
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
消

滅
さ
せ
る
非
常
に
危
険
な
言
動
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
テ
レ
ビ
を
筆
頭
と
す
る
メ
デ
ィ
ア

も
、
出
羽
守
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
の
劣
化
に
つ
い
て
は

過
去
に
取
り
上
げ
た
の
で
本
稿
で
は
割
愛
す

る
が
、
最
近
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
関
す
る
報
道

は
、
米
英
の
言
動
を
う
の
み
に
す
る
「
米
英

崇
拝
報
道
」
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
報
道

の
内
容
は
、
戦
況
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
惨
状
で

あ
り
、
『
平
和
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
、
暴
力
的

な
ロ
シ
ア
軍
が
攻
め
込
ん
だ
』
と
い
う
概
念

で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
義
も

正
義
も
な
い
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
内
乱
事
情
や
歴
史

的
背
景
に
よ
る
ロ
シ
ア
視
点
に
は
無
関
心

で
、
戦
況
や
惨
状
の
み
を
報
道
す
る
メ
デ
ィ

ア
の
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
は
、
す
べ
て
欧
米
か

ら
の
受
け
売
り
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
、
ロ

シ
ア
へ
の
各
種
制
裁
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を

一
番
乗
り
で
決
定
し
た
。
日
本
の
国
益
を
熟

考
す
る
こ
と
も
な
く
、
一
瞬
で
ロ
シ
ア
を
敵

国
と
し
て
表
明
し
た
日
本
政
府
の
結
論
に
疑

問
を
持
つ
報
道
は
少
な
い
。
ロ
シ
ア
側
の
視

点
で
見
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
敵
国
は
、
米
国
・

英
国
、
そ
し
て
日
本
と
の
順
番
が
決
定
し
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
本
の
国
益
や
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
、
隣
国
ロ
シ
ア
を
敵
国
と

す
る
こ
と
が
正
し
い
判
断
で
あ
っ
た
の
か
？

を
冷
静
に
考
え
議
論
す
る
テ
レ
ビ
報
道
も
少

な
い
。

　
世
界
は
し
た
た
か
で
あ
る
。
欧
州
各
国
や

欧
州
以
外
の
各
国
も
、
国
際
社
会
の
声
に
同

調
し
「
ロ
シ
ア
制
裁
」
を
表
明
し
な
が
ら

も
、
本
音
で
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
悪
化
を
危

惧
し
、
慎
重
な
対
応
に
終
始
し
て
い
る
。
即

座
に
米
英
に
追
従
す
る
日
本
の
姿
は
、
「
ア

メ
リ
カ
の
ポ
チ
」
と
揶
揄
（
や
ゆ
）
さ
れ
る

「
劣
化
列
島
日
本
」
の
象
徴
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？

　
２
０
２
２
年
５
月
、
日
本
は
戦
後
最
大
と

言
う
べ
き
周
辺
国
家
の
潮
流
変
化
に
直
面
し

て
い
る
。
核
保
有
の
非
友
好
国
、
中
国
・
北

朝
鮮
は
日
本
に
ミ
サ
イ
ル
を
向
け
て
お
り
、

ロ
シ
ア
も
真
の
敵
国
に
加
わ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
の
日
本
は
、
世
界
に
類
の
な
い
「
ぐ
る
り

を
敵
対
国
に
囲
ま
れ
た
国
家
」
と
し
て
常
に

核
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
。
出
羽
守
が
信
奉

す
る
米
国
が
『
い
ざ
と
な
っ
た
ら
日
本
を
守

っ
て
く
れ
る
』
と
い
う
お
花
畑
的
発
想
が
崩

れ
去
っ
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
が
、
「
劣

化
列
島
日
本
」
の
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
も
報
道

し
な
い
。
ま
た
、
中
国
経
済
指
標
が
戦
後
最

大
と
い
う
べ
き
瞬
間
的
異
変
を
示
し
て
い
る

が
、
こ
の
事
実
に
対
す
る
解
析
も
な
く
危
機

感
は
薄
い
。
驚
く
こ
と
に
中
国
の
統
計
で
さ

え
４
月
度
は
前
月
か
ら
20
％
以
上
の
急
落
と

な
っ
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
の
販
売
台
数
も
30
％

以
上
の
落
ち
込
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
実

態
は
相
当
に
ひ
ど
い
状
態
に
突
入
し
た
と
推

測
さ
れ
る
。
こ
れ
を
『
上
海
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

が
原
因
』
と
断
じ
る
の
は
簡
単
で
あ
る
が
、

５
月
に
入
っ
て
中
国
人
の
国
外
移
動
を
極
端

に
制
限
す
る
な
ど
、
か
つ
て
は
あ
り
得
な
い

国
家
規
制
が
突
然
起
き
て
い
る
。
不
動
産
の

急
落
も
、
２
軒
目
・
３
軒
目
の
個
人
投
資
に

膨
大
な
税
金
を
課
す
と
い
っ
た
規
制
が
発
端

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
明
ら
か
に
中
国
政
府

の
政
策
変
化
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
『
風
雲
急
を
告
げ
る
』
と
は
ま
さ
に
今
日

の
日
本
が
置
か
れ
た
状
況
で
あ
る
。
奇
跡
的

に
訪
れ
た
１
３
０
円
時
代
を
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
が
復
権
す
る
可
能

性
も
大
き
い
が
、
半
面
で
中
国
・
北
朝
鮮
・

ロ
シ
ア
か
ら
の
攻
撃
に
直
面
し
、
予
想
で
き

な
い
大
惨
事
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　
今
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
出
羽
守
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
、
日
本
人
と

し
て
の
誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
る
。
主

権
国
家
と
し
て
自
国
の
安
全
保
障
を
（
自
国

の
力
で
）
推
進
す
る
一
方
で
、
１
３
０
円
と

い
う
円
安
を
武
器
に
、
「
リ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ

（
製
造
業
の
国
内
回
帰
）
」
を
推
進
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
の
発
想
を
転
換
す
る
こ
と

で
、
世
界
一
の
製
造
強
国
へ
の
復
権
が
可
能

で
あ
る
。
日
本
の
大
手
製
造
業
は
１
３
０
円

時
代
を
迎
え
、
再
び
世
界
を
席
巻
す
る
実
力

を
持
っ
て
い
る
。
円
安
に
は
輸
入
コ
ス
ト
の

ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
悪
影
響
は
あ
る
が
、
総

合
的
な
観
点
か
ら
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
日
本
が
一
流
国
を
維
持
す
る
特
効
薬
で

あ
る
。

　
筆
者
は
か
つ
て
、
ロ
シ
ア
の
製
造
工
場
を

何
回
に
も
渡
り
訪
問
し
た
。
民
間
企
業
の
工

場
は
、
旧
ソ
連
時
代
の
国
営
工
場
の
払
い
下

げ
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
驚
く
こ
と
に
、
工

場
の
地
下
に
は
巨
大
な
シ
ェ
ル
タ
ー
が
（
例

外
な
く
）
設
置
さ
れ
て
い
る
。
米
国
か
ら
の

核
攻
撃
に
備
え
た
ソ
連
時
代
の
産
物
で
あ

る
。
今
日
の
ロ
シ
ア
は
、
か
つ
て
の
設
置
し

た
シ
ェ
ル
タ
ー
が
各
都
市
に
現
存
し
、
今
で

も
核
戦
争
へ
の
備
え
を
持
つ
国
家
で
あ
り
、

い
つ
核
戦
争
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
日
本
は
、
こ
ん
な
国
を
敵
に
回
し
、
軍

事
衝
突
に
発
展
す
る
よ
う
な
愚
策
だ
け
は
絶

対
に
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
報
道
を
テ
レ
ビ
で
見
る
た
び
に
、
出
羽
守

（
特
に
米
英
へ
の
盲
従
）
に
危
険
を
感
じ
て

い
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●87●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
⑤

『
出
羽
守（
で
は
の
か
み
）』に
支
配
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
報
道

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
下
火
に
な
っ
て
き
て
あ
ら
た
め
て
思

う
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
訪
問
や
対
面
が

制
限
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
打
ち
合

わ
せ
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
が
広
が
っ

た
が
、
や
は
り
営
業
力
に
定
評
が
あ
る

企
業
は
足
腰
が
強
い
と
い
う
こ
と
。
昔

か
ら
営
業
が
強
い
と
言
わ
れ
る
企
業
、
ま
た
は

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
営
業
に
テ
コ
入
れ
を
し
た
企

業
は
軒
並
み
好
業
績
を
上
げ
て
い
る
。
も
の
売

り
、
コ
ト
売
り
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や
見
直
し
も
大
事
だ
が
、

「
顧
客
を
つ
か
ん
で
離
さ
な
い
、
顧
客
が
つ
か

ん
で
離
し
て
く
れ
な
い
」
そ
ん
な
泥
臭
い
営
業

力
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
安
心
感
と
安
定
感
を
も
た
ら

す
▼
近
年
は
こ
と
Ｄ
Ｘ
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
注
目
が
集
ま
り
、
多
く
の
人
と
予
算

が
そ
ち
ら
に
割
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ

も
重
要
だ
が
、
得
手
不
得
手
、
適
合
不
適
合
は

き
ち
ん
と
見
極
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
Ｄ
Ｘ

や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
広
く
浅
く

顧
客
と
の
関
係
性
を
構
築
す
る
の
に
有
効
だ
。

顧
客
と
の
接
点
を
増
や
し
、
軽
い
ビ
ジ
ネ
ス
、

短
期
的
で
低
価
格
の
取
引
、
消
耗
品
や
単
純
な

部
品
と
い
っ
た
シ
ン
プ
ル
な
商
材
の
売
買
ま
で

は
簡
単
に
誘
導
で
き
る
。
し
か
し
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
や
こ
と
売
り
と
い
っ
た
重
い
ビ
ジ
ネ
ス
、

長
期
的
で
高
額
な
取
引
は
、
そ
れ
だ
け
で
成
立

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
は
人
と
人
、
昔

な
が
ら
の
ア
ナ
ロ
グ
な
や
り
方
の
方
が
優
れ
て

い
る
▼
盲
目
的
に
デ
ジ
タ
ル
を
祭
り
上
げ
、
古

い
ア
ナ
ロ
グ
な
や
り
方
を
否
定
す
る
。
営
業
手

法
が
偏
る
の
は
悪
手
な
の
だ
が
、
最
近
は
そ
の

罠
に
は
ま
る
企
業
も
多
い
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

は
よ
く
「
空
中
戦
」
と
評
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
な
っ
て
さ
ら
に
そ
れ
は
顕
著

に
な
っ
た
。
広
く
大
ダ
メ
ー
ジ
は
与
え
ら
れ
る

が
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
陥
落
は
で
き
な
い
。

最
後
は
、
や
は
り
地
上
部
隊
、
人
の
出
番
だ
。

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化
も
不
可
欠

だ
が
、
同
時
に
顧
客
と
親
密
な
関
係
性
を
築

き
、
心
を
掴
む
提
案
が
で
き
る
営
業
力
の
強
化

を
軽
視
し
て
は
い
け
な
い
。
リ
ア
ル
や
ア
ナ
ロ

グ
、
対
面
や
人
間
関
係
等
へ
揺
り
戻
し
が
想
定

さ
れ
る
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
は
、
再
び
リ
ア
ル

な
営
業
力
が
武
器
に
な
る
。

営業力を鍛えよ　アフターコロナは再び「営業力」が生きる時代が来る

FA・電機制御・機械　主要上場商社　2022年3月期業績
売上高 前年同期比 営業利益 前年同期比 純利益 前年同期比

山善 5018億7200万円 15.4%増 171億3300万円 52.5%増 120億2300万円 58.7%増
因幡電機産業 2890億7100万円 4.2%増 162億6100万円 5.2%増 122億6600万円 8.３%増
菱電商事 2291億2600万円 16.4%増 70億6200万円 106.7%増 50億0400万円 113.6%増

立花エレテック 1934億3100万円 19.8%増 67億1000万円 66.4%増 51億4400万円 48.8%増
萩原電気ホールディングス 1584億2700万円 23.9%増 43億5600万円 25.６%増 28億7600万円 24.3%増
サンワテクノス 1544億1400万円 14.6%増 48億0400万円 123.2％増 35億7700万円 100.3%増

日伝 1239億6400万円 20.6%増 55億0200万円 39.5%増 42億4500万円 49.4%増
カナデン 1008億3400万円 6.9%減 28億4600万円 6.5%増 19億2200万円 17.1%減
たけびし 816億0300万円 28.4%増 30億2000万円 45.0%増 20億9200万円 55.7%増
藤井産業 749億2800万円 3.2%減 31億3600万円 7.7%減 23億9700万円 0.7%増
明治電機工業 677億4900万円 6.0%増 20億0800万円 6.1%増 17億8000万円 17.5%増
スズデン 596億9000万円 31.8%増 30億5100万円 129.1%増 23億4200万円 163.4%増

トラスコ中山（※）2293億4200万円 7.5%増 128億9100万円 17.0%増 116億0300万円 44.9%増
モノタロウ（※） 1897億3100万円 20.6%増 242億1900万円 23.1%増 175億5200万円 27.5%%増

ミスミ 3661億6000万円 17.8%増 522億1000万円 92.0%増 375億5700万円 119.1%増
※トラスコ中山とモノタロウは12月決算

製
造
業
の
設
備
投
資 

復
調

Ｆ
Ａ
事
業
が
好
業
績
を
牽
引

　
山
善
は
大
幅
な
増
収
増

益
。
生
産
財
は
23
・
８
％
増

の
３
２
８
１
億
７
４
０
０
万

円
と
伸
長
し
貢
献
。
国
内

は
、
自
動
車
産
業
の
設
備
投

資
と
、
半
導
体
製
造
装
置
や

建
設
機
械
の
部
品
加
工
向
け

工
作
機
械
が
伸
び
た
。
海
外

は
、
北
米
と
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
で
自
動
車
と
半
導
体
、

機
械
製
造
業
、
台
湾
の
Ｅ
Ｍ

Ｓ
企
業
の
設
備
投
資
が
あ

り
、
工
作
機
械
と
切
削
・
補

要
工
具
、
メ
カ
ト
ロ
機
器
は

好
調
に
推
移
し
た
。

　
因
幡
電
機
産
業
も
増
収
増

益
。
産
業
機
器
は
、
21
・
５

％
増
の
３
３
８
億
７
６
０
０

万
円
。
半
導
体
関
連
向
け
が

好
調
で
、
設
備
投
資
の
持
ち

直
し
も
あ
り
、
電
材
資
材
は

昨
年
と
横
ば
い
、
自
社
製
品

事
業
が
伸
び
た
。

　
菱
電
商
事
は
大
幅
な
増
収

増
益
。
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
、

20
・
４
％
増
の
４
２
９
億
８

５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
一

部
商
品
の
供
給
不
足
が
あ
り

つ
つ
も
国
内
製
造
業
の
設
備

投
資
が
持
ち
直
し
、
半
導
体

製
造
装
置
と
工
作
機
械
向
け

が
好
調
に
推
移
し
た
。

　
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク
も
、
昨

年
の
減
収
減
益
か
ら
一
転
し

て
大
幅
な
増
収
増
益
。
Ｆ
Ａ

シ
ス
テ
ム
事
業
は
、
15
・
１

％
増
の
１
０
１
３
億
８
１
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
半
導
体

製
造
装
置
や
物
流
、
食
品
関

連
の
設
備
投
資
が
好
調
で
、

Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
イ
ン
バ
ー
タ
ー
、

Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
が
好
調
に
推

移
。
産
業
機
械
分
野
で
は
工

作
機
械
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機

が
伸
長
し
、
製
造
ラ
イ
ン
向

け
自
動
化
設
備
も
堅
調
。
ま

た
、
シ
ス
テ
ム
、
ロ
ボ
ッ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
営
業
部
署

を
設
置
し
、
シ
ス
テ
ム
、
ロ

ボ
ッ
ト
、
セ
ン
サ
が
大
き
く

伸
長
し
た
。

　
萩
原
電
気
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
も
大
幅
な
増
収
増
益
。

Ｉ
Ｔ
や
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
等
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
、

８
・
４
％
増
の
２
３
７
億
６

６
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
主

要
顧
客
企
業
の
設
備
投
資
需

要
の
積
極
的
な
取
り
込
み
に

成
功
。
デ
バ
イ
ス
事
業
は
、

27
・
２
％
増
の
１
３
４
６
億

６
１
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
大
幅

な
増
収
増
益
。
産
業
用
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
業
界
の
積
極
的
な
設

備
投
資
を
捉
え
、
電
機
部
門

は
34
・
７
％
増
の
３
１
１
億

９
８
０
０
万
円
。
産
業
機

械
、
半
導
体
関
連
業
界
、
太

陽
光
関
連
業
界
向
け
の
販
売

が
増
加
し
た
。
電
子
部
門
は

11
・
７
％
増
の
１
１
４
６
億

５
５
０
０
万
円
。
産
業
機

械
、
半
導
体
関
連
、
電
子
部

品
・
電
子
機
器
、
Ｏ
Ａ
関
連

向
け
の
電
子
部
品
が
増
加
。

機
械
部
門
は
４
・
４
％
減
の

85
億
６
０
０
０
万
円
。
半
導

体
関
連
、
生
活
用
品
向
け
の

設
備
販
売
が
増
加
し
た
が
、

Ｆ
Ｐ
Ｄ
関
連
業
界
向
け
の
搬

送
機
器
が
伸
び
悩
ん
だ
。

　
日
伝
も
大
幅
な
増
収
増

益
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を
切
り

口
と
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

提
案
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
活
用
の
情
報

提
供
・
発
信
、
リ
ア
ル
展
示

会
へ
の
出
展
再
開
な
ど
に
取

り
組
み
、
デ
リ
バ
リ
ー
機
能

強
化
の
た
め
の
物
流
セ
ン
タ

ー
の
移
転
拡
充
と
営
業
所
の

開
設
な
ど
地
域
密
着
が
功
を

奏
し
た
。

　
カ
ナ
デ
ン
は
、
減
収
減

益
。
ビ
ル
と
イ
ン
フ
ラ
の
低

調
が
響
い
た
。
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ

ム
事
業
は
３
・
７
％
増
の
３

６
８
億
４
３
０
０
万
円
。
Ｆ

Ａ
分
野
は
中
国
経
済
や
半
導

体
関
連
装
置
・
設
備
の
回
復

に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
や
駆

動
制
御
機
器
は
順
調
だ
っ
た

が
納
期
長
期
化
の
影
響
に
よ

っ
て
伸
長
が
鈍
化
。
産
業
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
は
、
レ

ー
ザ
加
工
機
は
前
期
並
み
の

推
移
だ
っ
た
が
、
自
動
化
案

件
の
取
り
組
み
で
一
般
工
作

機
械
等
で
成
果
が
あ
り
堅
調

に
推
移
。
産
業
シ
ス
テ
ム
分

野
は
、
飲
料
メ
ー
カ
向
け
制

御
シ
ス
テ
ム
の
大
口
案
件
等

が
あ
っ
た
が
、
前
期
の
電
気

設
備
の
大
口
案
件
が
剥
落
し

前
期
並
み
だ
っ
た
。

　
た
け
び
し
は
、
大
幅
な
増

収
増
益
。
Ｆ
Ａ
・
デ
バ
イ
ス

事
業
は
、
39
％
増
の
６
１
７

億
５
１
０
０
万
円
と
大
き
く

伸
長
。
う
ち
産
業
機
器
シ
ス

テ
ム
分
野
は
24
・
９
％
増
の

３
６
６
億
４
９
０
０
万
円
と

な
っ
た
。
Ｆ
Ａ
機
器
が
半
導

体
製
造
装
置
関
連
や
電
子
部

品
実
装
機
関
連
を
中
心
に
大

幅
に
増
加
し
、
産
業
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
が
５
Ｇ
生
産
設
備

関
連
で
伸
び
た
。

　
藤
井
産
業
は
、
減
収
増

益
。
産
業
シ
ス
テ
ム
は
12
・

３
％
増
の
１
１
５
億
４
７
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
医
療
機

器
や
半
導
体
、
電
機
機
器
関

連
な
ど
で
設
備
更
新
需
要
が

堅
調
に
推
移
し
た
。

　
明
治
電
機
工
業
は
、
増
収

増
益
。
２
０
２
１
年
度
か
ら

中
期
経
営
計
画
で
自
動
車
ビ

ジ
ネ
ス
強
化
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
の
競

争
力
の
強
化
に
取
り
組
み
を

は
じ
め
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。

　
ス
ズ
デ
ン
は
、
大
幅
な
増

収
増
益
。
Ｆ
Ａ
機
器
分
野
は

３
４
８
億
８
１
０
０
万
円

で
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
、
リ
レ
ー
、

セ
ン
サ
ー
、
制
御
機
器
等
が

増
加
。
情
報
・
通
信
機
器
分

野
は
60
億
４
８
０
０
万
円

で
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
、
産
業
用
パ
ソ

コ
ン
、
ル
ー
タ
ー
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
等
が
増
加
。
電

子
・
デ
バ
イ
ス
機
器
分
野
は

76
億
１
６
０
０
万
円
で
、
コ

ネ
ク
タ
、
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電

源
、
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー
等

が
増
加
。
電
設
資
材
分
野
は

１
１
１
億
４
３
０
０
万
円

で
、
端
子
台
、
ケ
ー
ブ
ル
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
Ｂ
Ｏ
Ｘ
等
が

増
加
。

　
ネ
ッ
ト
通
販
各
社
で
は
、

い
ず
れ
も
大
幅
な
増
収
増
益

を
果
た
し
た
。

　
ト
ラ
ス
コ
中
山
は
増
収
増

益
。
主
力
と
な
る
製
造
業
、

建
設
関
連
業
等
向
け
卸
売
の

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ル
ー
ト
は
、

５
・
０
％
増
の
１
６
４
６
億

５
０
０
万
円
。
受
発
注
業
務

の
効
率
化
に
加
え
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
利

用
促
進
、
置
き
工
具
ス
タ
イ

ル
の
新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
ス

タ
ー
ト
し
、
稼
働
に
係
る
作

業
用
品
や
ハ
ン
ド
ツ
ー
ル
、

設
備
投
資
に
係
る
物
流
保
管

用
品
な
ど
の
売
上
高
が
増

加
。

　
モ
ノ
タ
ロ
ウ
は
大
幅
な
増

収
増
益
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
告
出
稿

や
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
、
Ｄ
Ｍ
、
カ

タ
ロ
グ
発
刊
等
で
認
知
度
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
取
扱

商
品
を
１
８
０
０
万
点
、
当

日
出
荷
可
能
な
在
庫
商
品
を

49
・
７
万
点
に
拡
充
等
を
実

施
。
21
年
末
で
１
２
７
万
８

５
４
５
口
座
の
新
規
顧
客
を

獲
得
し
、
合
計
の
登
録
会
員

数
が
６
７
７
万
９
３
１
９
口

座
ま
で
増
加
し
た
。

　
ミ
ス
ミ
も
大
幅
な
増
収
増

益
。
Ｆ
Ａ
事
業
は
旺
盛
な
自

動
化
需
要
に
よ
り
全
地
域
で

伸
長
し
て
16
・
６
％
増
の
１

１
９
２
億
５
３
０
０
万
円
。

金
型
部
品
事
業
は
ア
メ
リ
カ

と
ア
ジ
ア
が
牽
引
し
、
自
動

車
関
連
需
要
が
回
復
し
た
こ

　
Ｆ
Ａ
・
電
機
制
御
・
機
械
の
主
要
商
社
の
２
０

２
２
年
３
月
期
の
決
算
が
出
そ
ろ
っ
た
。
製
造
業

全
般
に
お
け
る
設
備
投
資
が
戻
り
つ
つ
あ
り
、
中

で
も
半
導
体
関
連
は
絶
好
調
で
、
自
動
車
も
復
調

傾
向
、
電
気
・
電
子
、
食
品
、
医
薬
品
な
ど
も
堅

調
に
推
移
。
各
社
の
Ｆ
Ａ
・
産
業
向
け
事
業
は
好

結
果
を
残
し
、
好
業
績
の
牽
引
役
と
な
っ
た
。
一

方
、
23
年
３
月
期
は
、
受
注
残
の
貯
金
分
が
あ
る

と
言
え
ど
、
不
透
明
さ
を
増
し
て
お
り
、
営
業
所

や
物
流
施
設
の
最
適
化
や
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
を
さ
ら

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

Ｆ
Ａ
・
電
機
制
御
・
機
械
主
要
商
社　

2022
年
３
月
期
業
績

ネ
ッ
ト
通
販 

増
収
増
益

と
で
12
・
３
％
増
の
７
５
１

億
８
０
０
万
円
。
設
備
部
品

や
Ｍ
Ｒ
Ｏ
を
販
売
す
る
Ｖ
Ｏ

Ｎ
Ａ
事
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

で
自
動
化
関
連
需
要
を
獲
得

て
大
き
く
成
長
し
、
21
・
３

％
増
の
１
７
１
７
億
９
９
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
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Ｔ
３
Ｐ
形
は
、
安
全
規
格
で

求
め
ら
れ
る
安
全
機
器
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
簡
単
に
搭

載
で
き
る
製
品
と
し
て
２
０

２
１
年
に
発
売
。
生
産
ラ
イ

ン
や
装
置
の
制
御
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
Ａ
Ｇ

Ｖ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
操
作
な
ど

で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
に
採

用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
京

セ
ラ
製
「
Ｋ
Ｃ
―
Ｔ
３
０
４

Ｃ
」
は
、
２
０
２
２
年
２
月

に
発
売
で
、
堅
牢
・
高
品
質

が
特
長
の
業
務
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
。
両
製
品
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
安
全
・
堅
牢
、
機

能
性
と
デ
ザ
イ
ン
製
に
優
れ

た
ハ
ン
デ
ィ
操
作
端
末
を
簡

単
に
実
現
で
き
る
。

　
発
売
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
10
月
31

日
ま
で
６
万
９
８
０
０
円
で

購
入
で
き
る
。

ン
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
均
一

照
光
を
実
現
。
標
準
取
り
付

け
（
背
面
か
ら
ね
じ
取
り
付

け
・
連
結
取
り
付
け
）
、
ブ

ラ
ケ
ッ
ト
取
り
付
け
（
本
体

両
端
の
ね
じ
取
り
付
け
）
の

２
種
類
あ
り
、
機
器
組
み
込

み
小
形
照
明
と
し
て
使
用
で

き
る
。

　
用
途
は
機
器
運
転
状
態
表

示
、
注
意
喚
起
表
示
、
サ
イ

ン
表
示
、
組
み
込
み
型
産
業

用
照
明
、
間
接
照
明
、
棚
照

明
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

高
輝
度
白
は
税
込
み
価
格
８

４
７
０
円
、
そ
れ
以
外
は
同

６
８
２
０
円
。

　
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ス
ジ
ャ
パ
ン
（
神
奈

川
県
海
老
名
市
）は
、産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
バ
イ
ス
の
構
成
、

監
視
、
診
断
を
行
う
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
Ｍ
Ｘ

ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
ソ
フ
ト
は
、
ス
キ
ャ
ン
範
囲
内
に
あ

る
最
大
２
０
０
０
の
デ
バ
イ
ス
お
よ
び
Ｓ

Ｎ
Ｍ
Ｐ
／
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｐ
デ
バ
イ
ス
を
検
出
で

き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
冗
長
化
プ
ロ
ト
コ
ル

の
冗
長
リ
ン
ク
ス
テ
ー
タ
ス
と
デ
バ
イ
ス

の
役
割
を
可
視
化
で
き
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ビ
ュ
ー
で
は
、
産
業
用
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

規
格
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
バ
イ
ス
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
状
態
を
表
示
し
、
サ
ー
ド
パ
ー

テ
ィ
デ
バ
イ
ス
は
ア
イ
コ
ン
表
示
す
る
。

　
ま
た
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
す
ば
や
く
表
示
し
、

色
分
け
さ
れ
た
リ
ン
ク
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
負
荷
を
可
視
化
。
ポ
ー

ト
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
を
含
む
デ
バ

イ
ス
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
も
可
視
化
で

き
、
マ
ネ
ー
ジ
ド
Ｐ
ｏ
Ｅ
デ
バ
イ
ス
の
消

費
電
力
も
見
え
る
化
で
き
る
。

０
対
応
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

で
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト
と
ア
ク

セ
ス
権
限
管
理
が
で
き
る
Ｐ

Ｉ
Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
と
組
み

合
わ
せ
使
用
す
る
こ
と
で
、

権
限
を
与
え
ら
れ
た
作
業
者

の
み
が
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト
を
介

し
て
産
業
用
Ｐ
Ｃ
に
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
。

　
使
い
方
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
権
限
を
持
っ
た
作
業
者

が
、
Ｐ
Ｉ
Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
権
限
を
確

認
で
き
た
ら
、
デ
ー
タ
の
入

っ
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
を
Ｐ
Ｉ

Ｔ
ｏ
ｅ
　
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
挿
し
て

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
行

う
。
権
限
の
あ
る
従
業
員
の

み
が
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
、
悪
意
の
あ

る
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
や
不
正

操
作
を
防
止
で
き
る
。

　
ま
た
、
照
光
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
で
動
作
可
能
状

態
が
表
示
さ
れ
、
付
属
の
Ｉ

Ｐ
65
適
合
の
カ
バ
ー
で
本
体

を
保
護
で
き
る
。

　
一
般
的
に
製
造
現
場
で
使

用
さ
れ
て
い
る
産
業
用
Ｐ
Ｃ

へ
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト
を
介
し

た
ア
ク
セ
ス
は
、
誰
で
も
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
の
改
ざ

ん
・
不
正
操
作
防
止
対
策
と

し
て
効
果
が
期
待
で
き
る
。

を
開
始
す
る
Ｓ
Ｍ
Ｔ
タ
イ
プ

は
、
Ｓ
Ｍ
Ｔ
（
リ
フ
ロ
ー
実

装
）
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

「
ペ
ア
コ
ン
タ
ク
ト
配
置
」

で
基
板
上
の
ペ
ア
配
線
を
容

易
に
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
基
板

レ
イ
ア
ウ
ト
設
計
の
最
適
化

と
基
板
実
装
の
効
率
化
に
貢

献
す
る
。

　
定
格
電
流
は
、
２
・
５
Ａ

／
ピ
ン
（
Ｓ
Ｍ
Ｔ
タ
イ
プ
）

／
１
・
０
Ａ
／
ピ
ン
（
Ｄ
Ｉ

Ｐ
タ
イ
プ
）
で
、
定
格
電
圧

は
30
Ｖ
。
使
用
温
度
範
囲

　
ド
イ
ツ
の
産
業
用
安
全
機

器
メ
ー
カ
ー
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｚ
（
ピ

ル
ツ
）
の
日
本
法
人
、
ピ
ル

ツ
ジ
ャ
パ
ン
（
横
浜
市
港
北

区
）
は
、
産
業
用
Ｐ
Ｃ
な
ど

の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト
を
使
っ
た

デ
ー
タ
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス

を
防
止
す
る
Ｕ
Ｓ
Ｂ
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
「
Ｐ
Ｉ
Ｔ
ｏ
ｅ
　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
」
の
販
売
を
開
始
し

た
。

　
新
製
品
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
２
・

　
人
間
社
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
利

害
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

高
校
や
大
学
の
よ
う
な
学
園
生

活
に
終
止
符
を
打
っ
て
稼
ぐ
生

活
が
始
ま
る
。
現
場
に
慣
れ
て

仕
事
を
覚
え
る
こ
と
に
無
我
夢

中
の
時
が
過
ぎ
る
。
少
し
余
裕

の
で
き
る
五
月
頃
に
か
か
る
の

が
新
入
社
員
の
五
月
病
で
あ

る
。
な
ん
と
な
く
会
社
に
行
き

た
く
な
い
五
月
病
の
基
に
な
っ

て
い
る
の
が
学
園
生
活
で
は
あ

ま
り
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た
人

間
関
係
の
煩
わ
し
さ
で
あ
る
。

学
園
生
活
の
人
間
関
係
と
は
異

な
っ
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
利
害

が
絡
ん
で
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　
現
場
内
で
は
仕
事
を
通
し
て

毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
か
ら

共
通
語
が
生
ま
れ
、
共
通
の
話

題
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
て
く
る
。
時
が
た
っ
て
お

互
い
の
利
害
を
理
解
し
合
え
る

よ
う
に
な
り
、
人
間
関
係
を
う

ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

で
現
場
は
楽
し
く
な
る
。
営
業

職
の
場
合
は
顧
客
の
現
場
に
足

を
踏
み
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
顧
客
の
職
場
は
企
業
文
化

風
土
が
違
う
。
使
っ
て
い
る
言

葉
が
通
じ
る
顧
客
と
は
毎
日
顔

を
合
わ
せ
な
い
。
し
か
し
現
場

の
人
間
関
係
と
は
違
っ
て
お
互

い
の
利
害
は
明
白
で
あ
る
。
利

害
に
ま
つ
わ
る
用
件
が
共
通
の

話
題
で
あ
り
、
そ
こ
で
使
わ
れ

る
言
葉
も
共
通
用
語
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
お
得
意
さ
ま
と
な

っ
た
顧
客
と
は
安
易
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
。

　
顧
客
に
は
仕
事
と
は
別
に
人

間
関
係
の
煩
わ
し
い
人
も
い
る

が
、
大
概
は
自
社
の
現
場
の
よ

う
に
複
雑
で
煩
わ
し
い
人
間
関

係
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
く

て
も
い
い
。
だ
か
ら
人
間
関
係

が
不
得
意
だ
と
い
っ
て
営
業
職

を
希
望
し
て
な
い
販
売
員
で
も

顧
客
の
用
件
を
無
我
夢
中
で
こ

な
し
て
い
れ
ば
営
業
に
慣
れ
て

く
る
。

　
そ
れ
で
も
３
年
位
た
っ
た
頃

に
や
は
り
自
分
は
営
業
に
向
い

て
い
な
い
と
言
っ
て
辞
め
る
人

が
い
る
。
そ
れ
に
現
在
活
動
中

の
中
堅
販
売
員
で
も
、
用
件
の

な
い
新
規
客
開
拓
活
動
は
か
な

り
苦
手
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

現
象
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
と
い

え
ば
、
顧
客
と
の
関
係
は
会
社

対
会
社
の
利
害
の
調
整
で
あ
る

が
、
現
場
で
働
く
人
と
の
関
係

は
利
害
の
調
整
能
力
だ
け
で
は

な
く
、
人
間
関
係
構
築
の
仕
方

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。

　
日
本
の
経
済
が
長
い
こ
と
デ

フ
レ
環
境
で
あ
っ
た
せ
い
も
あ

っ
て
国
内
の
製
造
現
場
に
大
き

な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
機
器
部
品
営
業
は
顧
客

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
顧
客
深
耕

活
動
に
専
念
す
る
こ
と
で
予
定

売
り
上
げ
の
確
保
が
で
き
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
人
間
関
係
の
構
築

と
い
え
ば
用
事
や
商
談
の
前
後

に
す
る
個
人
的
雑
談
を
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
て
い
れ
ば
良
し
と

し
、
顧
客
に
な
っ
て
も
ら
う
た

め
の
本
格
的
な
人
間
関
係
を
あ

ま
り
意
識
し
て
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
令
和
時
代
に
成
長
を

続
け
る
に
は
内
向
き
営
業
か
ら

脱
出
し
て
外
へ
向
か
っ
て
進
む

営
業
を
指
向
す
る
必
要
が
あ

る
。
つ
ま
り
平
成
育
ち
の
営
業

が
苦
手
と
す
る
顧
客
拡
大
や
主

要
客
の
見
直
し
、
入
れ
替
え
を

積
極
的
に
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
新
規
の
人
と
の
関

係
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
。

　
従
来
の
顧
客
と
は
お
互
い
の

利
害
を
共
通
の
話
題
に
し
、
共

通
の
言
葉
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
き
た
。
し

か
し
新
規
の
顧
客
と
は
初
め
か

ら
利
害
は
か
み
合
わ
な
い
。
共

通
の
言
葉
も
使
え
な
い
か
ら
、

ど
の
よ
う
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
ば
い
い
か
と

戸
惑
っ
て
し
ま
う
。

　
や
や
も
す
る
と
販
売
員
に
強

い
ス
ト
レ
ス
を
長
期
的
に
か
け

て
し
ま
う
。
さ
も
な
く
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
理
由
を
つ
け
て
、
い

つ
の
間
に
か
内
向
き
営
業
に
戻

っ
て
し
ま
う
。
販
売
員
に
と
っ

て
は
従
来
の
内
向
き
営
業
か
ら

外
向
き
営
業
へ
戦
略
的
転
換
を

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
的
に
顧
客
を
増
や
そ
う
と

か
主
要
客
を
見
直
そ
う
な
ど
の

か
け
声
で
は
し
よ
う
が
な
い
。

　
令
和
時
代
の
営
業
は
外
向
き

営
業
だ
と
い
う
こ
と
を
根
付
か

せ
る
に
は
、
新
規
客
拡
大
作
戦

や
主
要
客
見
直
し
作
業
等
を
手

を
替
え
品
を
替
え
し
て
、
断
続

的
に
何
度
も
実
行
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
大
変
だ
っ
た
五

月
病
も
現
場
の
共
通
語
の
習
得

と
共
通
の
話
題
で
克
服
で
き
た

よ
う
に
、
技
術
者
や
現
場
の
共

通
語
や
共
通
の
話
題
が
身
に
つ

き
外
向
き
営
業
も
苦
で
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

外
向
き
営
業
へ
転
換
す
る
た
め
に

利
害
を
超
え
た
人
間
関
係
の
構
築

�

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

Ｓ
Ｍ
Ｔ
タ
イ
プ
開
発

独
自
ペ
ア
コ
ン
タ
ク
ト
配
置

　
ま
た
、
全
面
金
属
シ
ェ
ル

構
造
に
よ
る
高
い
Ｅ
Ｍ
Ｃ
特

性
と
、
誤
挿
入
防
止
キ
ー
を

備
え
て
お
り
、
自
動
車
・
建

機
・
農
機
な
ど
の
車
載
機
器

や
車
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中

心
に
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
制
御
部
な
ど
に
も

採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
７
月
か
ら
サ
ン
プ
ル
提
供

　
横
河
電
機
は
、
ペ
ー
パ
レ

ス
レ
コ
ー
ダ
・
デ
ー
タ
ロ
ガ

ー
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｄ
Ａ
Ｃ
＋

（
ス
マ
ー
ト
ダ
ッ
ク
プ
ラ

ス
）
」
の
「
Ｇ
Ｘ
シ
リ
ー

ズ
」
、
「
Ｇ
Ｐ
シ
リ
ー

ズ
」
、
「
Ｇ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
」

上
に
、
設
備
・
品
質
予
兆
検

知
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た

め
の
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
「
設
備
・
品
質
予

兆
検
知
ツ
ー
ル
」
を
発
売
し

た
。
ク
ラ
ウ
ド
と
オ
フ
ラ
イ

ン
の
２
種
類
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
提
供
す
る
。

　
同
ソ
フ
ト
は
、
Ａ
Ｉ
の
専

門
知
識
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
必
要
と
せ
ず
、
製
造
現

場
で
設
備
や
品
質
の
異
常
の

予
兆
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
が
可
能
。
現
在
持
っ

て
い
る
デ
ー
タ
を
ソ
フ
ト
で

読
み
込
み
、
各
デ
ー
タ
を

「
正
常
デ
ー
タ
」
「
異
常
デ

ー
タ
」
の
い
ず
れ
か
に
選
択

す
る
だ
け
で
、
予
兆
検
知
モ

デ
ル
を
作
成
で
き
る
。
横
河

電
機
製
品
以
外
の
他
社
製
品

で
記
録
し
た
デ
ー
タ
も
使
用

可
能
。
Ａ
Ｉ
が
ど
の
よ
う
に

デ
ー
タ
を
判
定
す
る
か
、
事

前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

　
作
成
し
た
予
兆
検
知
モ
デ

ル
を
現
場
に
あ
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｄ
Ａ
Ｃ
＋
へ
読
み
込
む
こ

と
で
、
設
備
や
品
質
の
異
常

の
予
兆
を
検
知
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
。
設
備
や

品
質
の
健
全
性
を
表
す
「
ヘ

ル
ス
ス
コ
ア
」
の
推
移
で
設

備
の
劣
化
度
合
い
を
確
認
で

き
る
。
ヘ
ル
ス
ス
コ
ア
を
使

っ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
期

を
、
運
転
員
に
ア
ラ
ー
ム
や

Ｅ
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
こ
と

で
生
産
活
動
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
タ
イ
ヤ
製
造
（
加
硫
工

程
）
に
お
け
る
温
度
・
圧
力

値
か
ら
加
硫
機
の
パ
ッ
キ
ン

劣
化
の
検
出
や
、
航
空
機
や

自
動
車
部
品
の
熱
処
理
工
程

に
お
け
る
温
度
異
常
の
兆
候

を
捉
え
て
バ
ー
ナ
ー
や
炉
の

異
常
回
避
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

時
期
の
予
測
、
食
品
や
医
薬

品
の
滅
菌
工
程
に
お
け
る
バ

ル
ブ
の
緩
み
や
パ
ッ
キ
ン
劣

化
の
検
知
で
設
備
故
障
の
未

然
防
止
な
ど
幅
広
く
使
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
本
多
通
信
工
業
は
、
小
型
高
速
伝
送
コ
ネ
ク
タ
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
」

に
Ｓ
Ｍ
Ｔ
タ
イ
プ
を
開
発
し
、
７
月
か
ら
サ
ン
プ
ル
提
供
を
開
始
す
る
。

「
Ｔ
Ａ
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
同
社
独
自
の
「
ペ
ア
コ
ン
タ
ク
ト
配
置
」
構

造
に
よ
り
、
３
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
ま
で
の
Ｌ
Ｖ
Ｄ
Ｓ
／
Ｕ
Ｓ
Ｂ
／
Ｃ
Ａ
Ｎ
／
Ｅ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
伝
送
に
対
応
し
て
い
る
。

本多通信工業　小型・高速伝送コネクタ

横河電機「設備・品質予兆検知ツール」

AI搭載、データロガー向け

ジャノメ　卓上ロボット

カメラ搭載塗布仕様

アイ・ビー・エスジャパン　産業用ネットワークマネジメントソフト

デバイスの構成、監視、診断

ピ
ル
ツ
ジ
ャ
パ
ン　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

不
正
ア
ク
セ
ス
防
止

権
限
者
の
み
ア
ク
セ
ス
可
能

　
ジ
ャ
ノ
メ
は
、
カ
メ
ラ
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
と
ワ
ー
ク
補
正

が
で
き
る
卓
上
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｊ
Ｒ
３
０
０
０
Ａ
Ｐ
―
Ｄ

カ
メ
ラ
搭
載
塗
布
仕
様
Ａ
Ｓ

２
０
０
モ
デ
ル
」
＝
写
真
＝

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ビ

ジ
ョ
ン
に
最
適
な
コ
グ
ネ
ッ

ク
ス
社
製
の
カ
メ
ラ
（
Ａ
Ｓ

２
０
０
）
と
レ
ー
ザ
ー
変
位

計
、
ニ
ー
ド
ル
ア
ジ
ャ
ス
タ

を
１
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し

た
塗
布
専
用
ロ
ボ
ッ
ト
。
１

つ
の
ソ
フ
ト
で
カ
メ
ラ
の
設

定
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
の
カ
メ
ラ

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ま
で
簡
単
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ワ
ー
ク
が
ず
れ
て
も
カ
メ

ラ
で
補
正
し
な
が
ら
作
業
が

で
き
、
塗
布
面
の
高
さ
が
変

化
す
る
ワ
ー
ク
で
も
一
定
の

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
で
塗
布
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
簡
易
カ
メ
ラ
オ
プ
シ
ョ
ン

セ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
塗
布
に
加
え
、
ね
じ
締

め
や
基
板
分
割
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
利
用
可
能
。
オ

プ
シ
ョ
ン
の
専
用
ブ
ラ
ケ
ッ

ト
で
、
す
で
に
利
用
中
の
ロ

ボ
ッ
ト
に
後
付
け
し
、
簡
単

に
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導

入
で
き
る
。

　
価
格
は
オ
ー
プ
ン
。
制
御

軸
数
は
３
軸
、４
軸
、動
作
範

囲
は
３
０
０
×
３
２
０
㍉

㍍
、４
０
０
×
４
０
０
㍉
㍍
、

最
大
可
搬
質
量
は
ワ
ー
ク
14

㌔
㌘
、
ツ
ー
ル
５
㌔
㌘
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
使
わ
れ
始
め

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
非
常

停
止
用
押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ

チ
と
イ
ネ
ー
ブ
ル
ス
イ
ッ
チ

等
の
安
全
機
器
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
簡
単
に
外
付
け
で
き
る

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
マ
ン
ダ
「
Ｈ

Ｔ
３
Ｐ
形
」
と
、
京
セ
ラ
製

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
「
Ｋ
Ｃ
―

Ｔ
３
０
４
Ｃ
」
を
セ
ッ
ト
に

し
た
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト

「
Ｈ
Ｔ
３
Ｐ
―
Ｓ
Ｋ
１
形
」

＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
マ
ン
ダ
Ｈ

ラ
イ
ン
表
示
灯

２００
㎜
ス
リ
ム
型

サ
ン
ミ
ュ
ー
ロ
ン

　
サ
ン
ミ
ュ
ー
ロ
ン
（
東
京

都
品
川
区
）
は
高
輝
度
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
採
用
し
、
２
０
０
㍉
㍍

の
ス
リ
ム
な
ラ
イ
ン
表
示
灯

の
新
製
品
を
発
売
し
た
＝
写

真
。
４
色
（
赤
、
黄
、
高
輝

度
緑
、
高
輝
度
白
）
を
ラ
イ

は
、
マ
イ

ナ
ス

40
℃
〜
プ
ラ

ス
　

１
０
５

℃
。
誤
挿
入
防
止
キ
ー
は
最

大
７
種
類
（
４
芯
）
。
な

お
、
６
芯
、
８
芯
も
順
次
追

加
す
る
。

　
同
社
は
、
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
シ
リ

ー
ズ
」
の
さ
ら
な
る
高
速
伝

送
化
（
６
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
／
12
Ｇ

ｂ
ｐ
ｓ
）
を
進
め
、
車
載
か

ら
、
産
業
・
イ
ン
フ
ラ
な
ど

の
幅
広
い
分
野
の
高
速
伝
送

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
製
造
現
場

で
の
装
置
の
操
作
に
専
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
操
作
用
ペ
ン
ダ

ン
ト
等
の
代
わ
り
に
市
販
の

小型高速伝送コネクタ「TAK
シリーズ（SMTタイプ）」

設
備
・
品
質
予
兆
検
知
ツ
ー
ル
の

使
用
イ
メ
ー
ジ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ　

ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
マ
ン
ダ

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
セ
ッ
ト

Ｕ
Ｓ
Ｂ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

「
Ｐ
Ｉ
Ｔ
ｏ
ｅ
　
Ｕ
Ｓ
Ｂ
」



（3）　　　２０２２年（令和４年）５月２５日

て
燃
料
電
池
発
電
機
を
導
入

す
る
。
ま
た
使
用
済
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
か
ら
つ
く
ら
れ
た
水

素
を
電
気
と
し
て
活
用
し
、

Ｃ
Ｏ
２
を
極
力
排
出
せ
ず

に
、
ホ
テ
ル
内
の
約
15
％
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
水
素
で
賄
う

「
水
素
ホ
テ
ル
」
と
し
て
、

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
貢
献
す

る
。

　
ロ
ッ
ク
ウ

ェ
ル
・
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ

ン
・
ジ
ャ
パ

ン
（
東
京
都

中
央
区
）

は
、
ア
メ
リ

カ
大
使
館
商

務
部
主
催
で

６
月
３
日
午

前
10
時
〜
正

午
に
開
催
さ

れ
る
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
「
米
国

Ｄ
Ｘ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
最
前

線
・
第
１
回

半
導
体
関
連

産
業
向
け
セ

ミ
ナ
ー
」
で

講
演
す
る
。

半
導
体
関
連

産
業
は
、
需
要
逼
迫
や
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
な
ど

で
、
世
界
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル

・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
は

じ
め
、
オ
ー
プ
ン
レ
ガ
シ

ー
、
ア
マ
ゾ
ン
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
の
３
社
か
ら
、
半
導
体

関
連
産
業
の
Ｄ
Ｘ
を
実
現
・

加
速
す
る
最
新
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
ラ
イ
ブ
配
信
で
紹

介
す
る
。

　
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
・
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
か

ら
は
、
吉
田
高
志
パ
ー
ト
ナ

ー
戦
略
事
業
本
部
長 （
エ
バ

ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
）
が
講
演
す

る
。
参
加
費
は
無
料
。

　
参
加
登
録
申
し
込
み
は

（https://bit.
ly/3MlGR7p

）
。

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

市
場
・
企
業
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
ア
ズ
ビ
ル
の
流
量
セ
ン
サ

と
制
御
バ
ル
ブ
を
内
蔵
し
て

気
体
流
量
を
制
御
す
る
デ
ジ

タ
ル
マ
ス
フ
ロ
ー
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
形
Ｆ
４
Ｑ
＝
写
真
＝

が
、
「
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ

ー
ド
２
０
２
２
」
（
プ
ロ
ダ

ク
ト
分
野
）
を
受
賞
し
た
。

　
「
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー

ド
」
は
、
ド
イ
ツ
の
ｉ
Ｆ
　

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ａ
ｌ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｕ
ｍ
　
Ｄ
ｅ

ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
が
主
催
す
る
、
全

世
界
の
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を

持
つ
商
品
や
建
築
、
コ
ン
セ

プ
ト
に
対
し
て
毎
年
授
与
さ

れ
る
、
国
際
的
に
権
威
あ
る

賞
の
一
つ
。

　
Ｆ
４
Ｑ
は
、
本
体
に
表
示

器
と
操
作
キ
ー
を
搭
載
す
る

と
と
も
に
、
現
場
の
設
置
環

境
に
合
わ
せ
た
ユ
ー
ザ
ビ
リ

テ
ィ
を
実
現
し
た
点
が
評
価

さ
れ
た
。
大
型
で
高
精
細
な

Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示
器
は
、
詳
細
な

情
報
ま
で
を
現
場
で
即
座
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
見
る
方
向
に
合
わ
せ

て
表
示
向
き
の
変
更
が
可
能

な
事
や
、
操
作
キ
ー
の
機
能

割
り
当
て
も
連
動
し
て
も
使

え
る
。

　
機
械
、
自
動
車
、
電
気
・

電
子
、
半
導
体
等
の
高
精
度

な
流
量
制
御
が
要
求
さ
れ
る

生
産
現
場
で
の
気
体
を
用
い

る
製
造
設
備
で
使
用
さ
れ
て

い
る
。

　

ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
受
賞

ア
ズ

ビ
ル

デ
ジ
タ
ル
マ

ス

フ
ロ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

菱
電
商
事
が
社
名
を

「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」へ

「
株
式
会
社
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

Ｎ
」
に
変
更
す
る
。

　
同
社
は
、
１
９
４
７
年
に

利
興
商
会
と
し
て
創
業
。
そ

の
後
、
大
興
商
会
と
の
合
併

を
経
て
58
年
に
現
在
の
「
菱

電
商
事
」
に
社
名
を
変
更
し

た
。

　
創
立
75
周
年
を
迎
え
た
現

在
は
、
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
、
冷

熱
シ
ス
テ
ム
、
ビ
ル
シ
ス
テ

ム
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

４
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
基
幹
事

業
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
で
培

っ
た
技
術
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

融
合
し
た
６
つ
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
）
を
構
築
し
て
い
る
。
さ

ら
に
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
分
野
に
も
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
従
来
の
代
理
店
や

商
社
と
い
う
枠
組
み
を
超
え

た
「
事
業
創
出
会
社
」
と
し

て
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
新
た
な
価
値
を
提

供
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の

持
続
的
発
展
に
貢
献
す
る
企

業
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

社
名
を
変
更
す
る
も
の
。

　
菱
電
商
事
は
２
０
２
３
年

４
月
１
日
付
で
、
社
名
を

Ｄ
Ｉ
対
応
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ

デ
ー
タ
の
信

頼
性
確
保

製
薬
業
界
向
け
提
案

リンクス
　
Ｄ
Ｉ
と
は
、
製
造
デ
ー
タ

や
検
査
デ
ー
タ
の
適
格
性
、

信
頼
性
を
保
証
す
る
も
の

で
、
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は

デ
ー
タ
が
誤
記
、
捏
造
、
改

ざ
ん
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

証
明
し
、
さ
れ
な
い
、
さ
れ

て
い
て
も
発
見
し
や
す
い
シ

ス
テ
ム
構
築
が
必
要
と
な

る
。
ア
メ
リ
カ
Ｆ
Ｄ
Ａ
や
Ｅ

Ｕ
　
Ｇ
Ｍ
Ｐ
で
の
法
規
制
も

進
ん
で
お
り
、
日
本
の
製
薬

業
界
で
も
Ｄ
Ｉ
対
応
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

　
従
来
の
よ
う
な
紙
ベ
ー
ス

の
作
業
報
告
書
や
検
査
書
で

は
誤
記
や
捏
造
、
改
ざ
ん
の

恐
れ
が
あ
り
、
Ｄ
Ｉ
対
応
は

不
可
能
。
ま
た
各
装
置
や
Ｐ

Ｌ
Ｃ
で
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
管

理
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
器
に
応
じ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
に
膨
大
な
開

発
工
数
が
か
か
る
上
、
デ
ー

タ
を
ク
ラ
ウ
ド
や
別
の
シ
ス

テ
ム
に
移
行
す
る
際
、
機
器

か
ら
は
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
・

Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ
ァ
イ
ル
で
出
力
さ

れ
る
た
め
、
改
ざ
ん
可
能
な

デ
ー
タ
と
な
り
、
そ
も
そ
も

の
Ｄ
Ｉ
対
応
が
破
綻
し
て
し

ま
う
と
い
う
難
点
が
あ
る
。

改
ざ
ん
や
捏
造
の
原
因
と
な

る
人
の
手
を
介
さ
ず
、
か
つ

デ
ー
タ
一
貫
性
を
保
つ
た
め

に
は
デ
ー
タ
の
収
集
か
ら
蓄

積
、
管
理
ま
で
を
同
一
の
シ

ス
テ
ム
で
行
う
こ
と
が
肝
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す

る
の
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器

と
エ
ッ
ジ
領
域
を
包
括
し
て

デ
ー
タ
を
格
納
で
き
る
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ａ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
リ
ン
ク
ス
は
２
０
１
７
年

か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ａ
―
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
社
製
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ａ
「
ｚ
ｅ
ｎ
ｏ
ｎ
（
ゼ
ノ

ン
）
」
を
取
り
扱
っ
て
お

り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
は
じ

め
多
く
の
メ
ー
カ
ー
に
採
用

さ
れ
て
い
る
。
い
つ
、
誰

が
、
ど
こ
で
、
何
を
変
更
し

た
の
か
と
い
っ
た
デ
ー
タ
変

更
履
歴
を
自

動
的
に
記
録

す
る
監
査
証

跡
や
、
重
要

工
程
の
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
を

時
系
列
で
収

集
・
管
理
し

て
の
見
え
る

化
、
ア
ラ
ー

ト
機
能
な
ど

Ｄ
Ｉ
対
応
の

機
能
を
備
え

て
お
り
、
現

在
、
製
薬
業

界
を
中
心
に

提
案
を
強
化
し
て
い
る
。
同

製
品
は
Ｈ
Ｍ
Ｉ
画
面
作
成
の

機
能
も
備
え
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ

と
同
一
の
各
装
置
の
監
査
証

跡
や
時
系
列
デ
ー
タ
の
収
集

管
理
、
ア
ラ
ー
ム
管
理
等
を

構
築
で
き
る
。
そ
の
た
め
各

装
置
と
生
産
ラ
イ
ン
、
工
場

全
体
を
同
一
の
Ｄ
Ｉ
対
応
の

シ
ス
テ
ム
に
載
せ
る
こ
と
が

で
き
、
隙
の
な
い
Ｄ
Ｉ
対
応

が
可
能
と
な
る
。

　
Ｄ
Ｉ
は
、
信
頼
性
の
高
い

デ
ー
タ
管
理
に
よ
っ
て
正
確

な
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
品

質
管
理
、
作
業
管
理
に
も
応

用
で
き
、
製
薬
業
界
だ
け
で

な
く
、
組
み
立
て
製
造
業
に

も
最
適
。
同
社
は
Ｄ
Ｉ
を
切

り
口
と
し
て
製
薬
業
界
を
攻

略
し
、
同
時
に
Ｄ
Ｘ
と
現
場

デ
ー
タ
の
活
用
を
材
料
と
し

て
製
造
業
界
全
体
に
対
し
て

提
案
を
進
め
て
い
く
。

ブ
レ
ー
カ
用
端
子
台

搭
載
し
た
仮
設
盤

日
東
工
業 

光
接
続
箱
ユ
ニ
ッ
ト

樹
脂
タ
イ
プ
登
場

　
日
東
工
業
は
、
ブ
レ
ー
カ

用
端
子
台
（
リ
ペ
ア
端
子

形
）
を
搭
載
し
た
仮
設
盤

「
Ｋ
Ｂ
Ｈ
、
Ｋ
Ｂ
Ｌ
、
Ｋ
Ｂ

Ｐ
、
Ｋ
Ｂ
Ｔ
」
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
端
子
の
交
換

機
構
を
搭
載
し
た
ブ
レ
ー
カ

用
端
子
台
（
リ
ペ
ア
端
子

形
）
を
搭
載
し
、
端
子
台
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を
約
90

％
削
減
。
ユ
ニ
ッ
ト
盤
方
式

を
採
用
に
よ
り
内
部
機
器
を

軽
量
化
し
、
持
ち
運
び
に
便

利
な
取
手
付
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

を
採
用
し
て
い
る
。

　
引
込
仮
設
盤
、
電
灯
仮
設

盤
、
動
力
仮
設
盤
、
分
岐
仮

設
盤
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。

　
日
東
工
業
は
、
小
型
・
軽

量
で
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
で
の

使
用
に
適
し
た
光
接
続
箱
ユ

ニ
ッ
ト
型
小
心
数
・
樹
脂
タ

イ
プ
「
Ｓ
Ｐ
Ｍ
」
を
発
売
し

た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
外
形
寸
法
が

Ｗ
95
㍉
、
Ｈ
１
４
０
㍉
、
Ｄ

30
㍉
と
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト

で
、
従
来
品
よ
り
38
％
小
型

化
。
樹
脂
製
の
た
め
軽
く
、

80
％
軽
量
と
な
っ
て
い
る
。

多
彩
な
配
線
パ
タ
ー
ン
で
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
の
機
器
レ
イ

ア
ウ
ト
に
合
わ
せ
て
入
出
線

方
向
を
、
上
上
・
下
下
・
上

下
す
べ
て
の
パ
タ
ー
ン
に
対

応
可
能
。
融
着
接
続
＋
コ
ネ

ク
タ
接
続
タ
イ
プ
は
プ
レ
配

線
仕
様
を
標
準
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
、
マ
ル
チ
モ
ー
ド
の
コ

ネ
ク
タ
付
心
線
は
Ｏ
Ｍ
４
準

拠
品
を
使
用
し
、
施
工
の
手

間
と
作
業
時
間
を
短
縮
で
き

る
。
２
段
積
み
で
８
心
用
と

し
て
使
う
こ
と
が
で
き
、
拡

張
性
に
も
優
れ
て
い
る
。

　
オ
プ
シ
ョ
ン
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
盤
内
以
外
に

も
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
金
属
面

へ
の
取
り
付
け
や
、
固
定
パ

ネ
ル
で
Ｈ
Ｕ
Ｂ
収
納
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
へ
の
取
り
付
け
、
Ｌ

型
コ
ン
セ
ン
ト
金
具
で
縦
置

き
、
ク
ラ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
で

シ
ス
テ
ム
ラ
ッ
ク
に
取
り
付

け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
場
所
に

取
り
付
け
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

Ｆ
Ａ
サ
イ
ト
会
員
登
録
・
更
新

７
月
28
日
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

三菱電機農
地
状
態「
見
え
る
化
」

村
田
製
作
所

土
壌
セ
ン
サ
量
産

　
三
菱
電
機
は
、
新
生
活
応

援
の
た
め
の
Ｆ
Ａ
サ
イ
ト
会

員
登
録
・
更
新
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
、
５
月
10
日
か
ら
７
月

28
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

期
間
中
に
Ｆ
Ａ
メ
ン
バ
ー
ズ

登
録
ま
た
は
情
報
更
新
を
す

る
と
、
合
計
１
２
０
人
に
ブ

レ
ッ
ド
オ
ー
ブ
ン
か
Ａ
ｍ
ａ

ｚ
ｏ
ｎ
ギ
フ
ト
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
る
。

　
三
菱
電
機
の
Ｆ
Ａ
メ
ン
バ

ー
ズ
に
登
録
し
て
会
員
に
な

る
と
、
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
で

Ｆ
Ａ
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
情
報
を
い
ち
早
く
入
手

で
き
る
こ
と
に
加
え
、
ｅ
ラ

ー
ニ
ン
グ
で
Ｆ
Ａ
機
器
の
基

礎
か
ら
応
用
ま
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
三
菱
電

機
Ｆ
Ａ
製
品
の
最
新
導
入
事

例
が
読
み
放
題
に
な
る
ほ

か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
Ｃ
Ａ
Ｄ

デ
ー
タ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
。

ｅ
メ
カ
サ
イ
ト

事
例
３
件
追
加

安
川
電
機

　
安
川
電
機
は
、
ｅ
メ
カ
サ

イ
ト
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
サ
ー

　
村
田
製
作
所
は
、
土
壌
の

肥
料
や
水
分
、
温
度
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
て
農
地
の
状
態

を
見
え
る
化
す
る
土
壌
セ
ン

サ
を
開
発
し
、
量
産
を
開
始

し
た
。

　
近
年
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ

る
省
人
化
と
品
質
の
よ
い
作

物
の
収
穫
量
増
加
を
両
立
す

る
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
国

内
で
は
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
と
減
少
、
気
候
変
動
に
よ

る
塩
害
対
策
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

電
気
伝
導
度
セ
ン
サ
と
水
分

セ
ン
サ
、
温
度
セ
ン
サ
を
搭

載
し
、
一
台
で
肥
料
・
塩
分

（
イ
オ
ン
）
や
水
分
、
温
度

を
計
測
で
き
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
農

作
業
の
効
率
化
と
塩
害
対
策

を
実
現
。
作
物
の
成
長
に
欠

か
せ
な
い
肥
料
の
計
測
も
、

独
自
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
り

土
壌
の
肥
料
だ
け
を
計
測
で

き
る
高
精
度
な
セ
ン
シ
ン
グ

を
可
能
に
し
た
。

　
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
防
塵

性
と
防
水
性
に
よ
り
厳
し
い

屋
外
環
境
で
も
長
期
間
安
定

的
な
動
作
を
実
現
し
て
い

る
。

　
伊
藤
園
と
富
士
通
は
、
Ａ

Ｉ
画
像
解
析
に
よ
り
茶
葉
の

摘
採
時
期
を
簡
便
に
判
断
す

る
技
術
を
共
同
開
発
し
、
伊

藤
園
が
展
開
す
る
茶
産
地
育

成
事
業
の
契
約
産
地
に
て
試

験
運
用
を
開
始
し
た
。

　
本
技
術
は
、
伊
藤
園
の
茶

栽
培
に
関
す
る
知
見
と
富
士

通
の
画
像
解
析
技
術
お
よ
び

Ａ
Ｉ
の
機
械
学
習
を
組
み
合

わ
せ
て
共
同
開
発
し
た
画
像

認
識
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮

影
し
た
摘
採
（
収
穫
）
前
の

茶
葉
の
画
像
を
ク
ラ
ウ
ド
上

で
Ａ
Ｉ
解
析
し
、
摘
採
時
期

の
判
断
指
標
と
な
る
ア
ミ
ノ

酸
量
や
繊
維
量
を
推
定
す

る
。
２
０
２
２
年
の
新
茶
摘

採
か
ら
試
験
運
用
を
開
始
し

て
、
正
確
性
や
実
用
性
を
検

証
し
、
２
０
２
３
年
の
新
茶

摘
採
か
ら
契
約
産
地
で
本
格

展
開
を
目
指
す
。

茶葉摘採時期を判断
ＡＩ画像解析技術

富士通、伊藤園が開発

ボ
、
イ
ン
バ
ー
タ
の
用
途
・

事
例
記
事
を
３
件
追
加
し

た
。
現
在
、
用
途
・
事
例
は

２
６
６
件
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
事
例
は
「
レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
が
多
い
生
産

ラ
イ
ン
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
移
設

を
簡
易
化
」
と
な
り
、
Ｍ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
―
Ｈ
Ｃ
10
Ｄ
Ｔ

Ｐ
ハ
ン
ド
キ
ャ
リ
ー
タ
イ
プ

を
使
い
、
手
押
し
台
車
に
人

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を
搭
載
し
て

簡
単
移
設
を
実
現
し
、
生
産

工
程
の
柔
軟
性
向
上
に
貢
献

し
た
事
例
を
公
開
。

　
サ
ー
ボ
の
事
例
は
、
「
可

動
域
に
制
限
が
あ
る
装
置
で

も
段
取
り
工
数
を
ゼ
ロ
に
」

で
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ

Σ
―
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
を
使
い
、

段
取
り
の
手
間
ゼ
ロ
へ
、
自

動
調
整
を
可
能
に
す
る
機
能

を
強
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
を

紹
介
。

　
イ
ン
バ
ー
タ
の
事
例
は

「
繊
維
機
械
の
制
御
盤
を
小

型
化
・
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の

削
減
」
と
な
り
、
世
界
最
小

ク
ラ
ス
の
イ
ン
バ
ー
タ
の
フ

ィ
ン
レ
ス
タ
イ
プ
を
使
っ
て

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
貢
献
し
た

事
例
を
解
説
し
て
い
る
。

８
月
に
社
名
変
更

マ
ク
ニ
カ
・
富
士
エ
レ

　
マ
ク
ニ
カ
・
富
士
エ
レ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
２
０

２
２
年
８
月
１
日
付
で
社
名

を
「
マ
ク
ニ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
」
に
変
更
す
る
。

　
同
社
は
、
15
年
４
月
に
マ

ク
ニ
カ
と
富
士
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
が
経
営
統
合
で
設
立

し
た
。
そ
の
後
、
国
内
半
導

体
事
業
の
組
織
再
編
を
行

い
、
20
年
10
月
に
同
社
の
完

全
子
会
社
で
あ
る
マ
ク
ニ
カ

が
富
士
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

を
吸
収
合
併
し
た
。

燃
料
電
池
発
電
機
を

東
急
ホ
テ
ル
へ
導
入

明
治
電
機
工
業

　
明
治
電
機
工
業
は
、
燃
料

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
使
用
し

た
『
50 

kW
純
水
素
型
定
置
式

燃
料
電
池
発
電
機
』
を
川
崎

キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
東

急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
へ
納
入

し
、
２
０
２
３
年
１
月
か
ら

稼
働
す
る
。

　
同
ホ
テ
ル
は
、
環
境
省

「
脱
炭
素
社
会
構
築
に
向
け

「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ　

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
」に
出
展
不
二

電
機

　
不
二
電
機
工
業
は
、
６
月

１
日
（
水
）
〜
６
月
３
日

（
金
）
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

に
て
開
催
の
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
２
２
（
第
70

回
電
設
工
業
展
）
」
へ
出
展

す
る
。
配
線
時
に
ド
ラ
イ
バ

ー
不
要
の
ア
ー
ス
速
結
端
子

台
や
新
製
品
の
電
力
量
計
を

無
停
電
で
交
換
で
き
る
無
停

電
交
換
コ
ネ
ク
タ
と
い
っ
た

省
施
工
、
省
人
化
に
つ
な
が

る
製
品
を
展
示
す
る
。
ブ
ー

ス
：
３
―
57
（
東
３
ホ
ー

ル
）壬

生
電
機
も

　
壬
生
電
機
製
作
所
は
、
６

月
１
日
（
水
）
〜
２
０
２
２

年
６
月
３
日
（
金
）
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
の

「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２

０
２
２
〜
第
70
回
電
設
工
業

展
〜
」
に
出
展
す
る
。 

チ
ュ

ー
ブ
プ
リ
ン
タ
ー
『
Ｍ
Ｐ
―

60
Ｎ
』
、
チ
ュ
ー
ブ
ス
ト
ッ

カ
ー
『
Ｓ
Ｔ
―
１
』
プ
リ
ン

タ
ー
サ
プ
ラ
イ
（
各
種
）
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
ユ
ニ
ッ
ト
『
Ｍ
Ｌ

Ｓ
シ
リ
ー
ズ
』
銅
バ
ー
・
ア

ー
ス
バ
ー
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
Ａ
社
中

継
ボ
ッ
ク
ス
『
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｉ

シ
リ
ー
ズ
』
、
Ｗ
ｉ
ｅ
ｌ
ａ

ｎ
ｄ
社
防
水
コ
ネ
ク
タ
『
Ｒ

Ｓ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
』
な
ど
の
出

展
を
予
定
し
て
い
る
。
ブ
ー

ス
：
東
３
ホ
ー
ル
３
―
62

た
再
エ
ネ
等
由
来
水
素
活
用

推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、

「
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

社
会
実
装
支
援
事
業
」
と
し

〜
４
時
に
開
催
す
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
ど
こ
で

も
誰
で
も
簡
単
に
雷
害
対
策

が
で
き
る
」
と
題
し
、
新
製

品
の
「
サ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
カ

ー
Ｐ
ｒ
ｏ
シ
リ
ー
ズ
」
を
は

じ
め
、
各
種
雷
対
策
の
最
新

ト
レ
ン
ド
や
製
品
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
す
る
。
参
加
費

用
は
無
料
。

　
参
加
申
し
込
み
は
、

（https://w
w
w
.

risktaisaku.com
/

articles/-/67698

）

６月２日 半導体産業向けセミナーで講演
ロックウェル

　
リ
ン
ク
ス
は
、
世
界
の
製
薬
業
界
で
法
規
制
が
広
が

っ
て
い
る
デ
ー
タ
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
（
Ｄ
Ｉ
）
に
つ
い

て
、
製
薬
会
社
を
中
心
に
Ｄ
Ｉ
対
応
の
た
め
の
機
能
を

備
え
た
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
「
ｚ
ｅ
ｎ
ｏ
ｎ
」
の
提
案
を
強
化

し
て
い
る
。

雷シーズンに備え
５月27日オンラインセミナー

昭電

　
昭
電
（
東
京
都
墨
田
区
）

は
、
雷
シ
ー
ズ
ン
へ
の
備
え

や
対
応
に
つ
い
て
紹
介
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
、

５
月
27
日
（
金
）
午
後
２
時
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端
子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
配
線
接
続
機
器
の
需
要
が
堅
調
に
伸
び
て
い
る
。
背
景
に
は
旺

盛
な
設
備
投
資
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
あ
る
。
一
方
で
製
品
の
素
材
に
な
る
金
属
や
樹
脂
関
係
の

調
達
が
計
画
通
り
に
で
き
て
お
ら
ず
、
加
え
て
価
格
も
高
騰
す
る
な
ど
、
計
画
通
り
の
生
産
が

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
納
期
依
然
遅
れ
気
味
だ
。
５
Ｇ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
情

報
通
信
市
場
、
自
動
車
の
自
動
運
転
で
注
目
さ
れ
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
関
連
市
場
、
無
人
化
・
自
動
化

が
進
む
製
造
業
な
ど
、
需
要
が
膨
ら
む
中
で
、
受
注
残
だ
け
が
膨
ら
ん
で
い
る
の
が
実
情
。
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
戦
争
で
円
安
が
進
み
、
海
外
か
ら
の
資
材
調
達
コ
ス
ト
も
上
昇
し
て

い
る
。
人
手
不
足
、
コ
ロ
ナ
下
で
の
意
欲
的
な
無
人
化
・
省
人
化
投
資
な
ど
で
、
配
線
接
続
機

器
の
需
要
環
境
は
今
後
も
大
き
な
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
。

配線接続機器 旺盛な需要維持

省
工
数
ニ
ー
ズ
で
高
ま
る
ス
プ
リ
ン
グ
式

通
信
、自
動
車
、産
業
機
械
中
心
に
伸
長

　
最
近
は
欧
州
を
中
心
に
、
プ
リ
ン
ト
基
板
に

外
部
端
子
を
使
用
し
な
い
で
直
接
給
電
す
る
た

め
の
大
電
流
対
応
コ
ネ
ク
タ
の
要
求
が
高
ま
っ

て
い
る
。
大
容
量
の
電
源
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
サ

ー
ボ
ア
ン
プ
な
ど
で
プ
リ
ン
ト
基
板
に
直
接
給

電
す
る
こ
と
で
、
大
幅
な
小
型
化
と
電
力
損
失

の
低
減
が
図
れ
、
省
エ
ネ
化
に
つ
な
が
る
と
い

う
も
の
だ
。
コ
ネ
ク
タ
の
採
用
で
電
線
の
ハ
ー

ネ
ス
化
に
よ
る
組
み
立
て
性
や
ボ
ー
ド
交
換
な

ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
向
上
が
図
れ
る
と
い
う

効
果
も
見
込
め
る
。

　
最
近
発
売
さ
れ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
端
子
台

と
し
て
、
配
線
を
端
子
側
面
か
ら
挿
入
す
る
プ

ッ
シ
ュ
イ
ン
端
子
台
で
、
設
置
高
さ
方
向
の
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
の
な
い
場
合
で
も
配
線
が
容
易

に
行
え
る
。
丸
端
な
ど
の
ね
じ
式
配
線
接
続
式

と
方
向
が
同
じ
の
た
め
、
ね
じ
式
端
子
台
か
ら

の
切
り
替
え
も
進
め
や
す
く
、
側
面
配
線
の
た

め
、
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
ま
で
の
配
線
曲
げ
も
不

要
に
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
て
い
る
端
子
台
が
、
配

線
方
式
に
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
を
採
用
し
て
配
線

工
数
と
端
子
ス
ペ
ー
ス
の
削
減
を
図
る
と
と
も

に
、
取
り
外
し
可
能
な
足
を
取
り
付
け
る
こ
と

で
、
縦
横
兼
用
で
使
用
で
き
る
コ
ネ
ク
タ
端
子

台
だ
。
足
を
外
し
た
場
合
は
縦
向
き
に
、
足
を

付
け
た
ま
ま
の
場
合
は
横
向
け
に
と
、
１
台
で

縦
向
き
・
横
向
き
の
両
方
に
対
応
可
能
に
な

る
。
在
庫
を
削
減
で
き
、
盤
の
小
型
化
に
も
貢

献
す
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
需
要
は
産
業
機
器
か
ら
民

生
機
器
、
車
載
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
ま
で
需
要
の

裾
野
が
非
常
に
広
い
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
市

場
を
形
成
し
て
い
る
。
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
、
Ｄ

Ｃ
電
力
の
活
用
な
ど
も
新
た
な
市
場
と
し
て
期

待
で
き
、
さ
ら
に
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。

公
共
建
築
工
事
で
も
使
用
可
能
に

　
配
線
接
続
器
機
器
で
は
、
省
配
線
化
や
省
工

数
に
つ
な
が
る
製
品
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　
端
子
台
に
配
線
接
続
方
法
は
、
日
本
で
主
流

に
な
っ
て
い
る
ね
じ
式
、
欧
米
で
主
流
に
な
っ

て
い
る
圧
着
端
子
を
使
用
し
な
い
ス
プ
リ
ン
グ

式
（
ね
じ
レ
ス
式
）
と
い
う
大
き
く
２
つ
の
方

式
が
あ
る
。
ま
だ
ね
じ
式
の
採
用
が
多
い
も
の

の
、
人
手
不
足
か
ら
配
線
接
続
作
業
の
省
力
化

対
策
と
し
て
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
採
用
が
増
え

て
い
る
。

　
日
本
で
は
ね
じ
を
使
っ
た
丸
型
圧
着
端
子
台

（
丸
端
）
が
長
年
使
用
さ
れ
、
定
着
し
て
い

る
。
特
に
高
圧
・
大
電
流
用
途
や
振
動
の
多
い

用
途
で
は
ね
じ
式
の
使
用
が
多
い
。
接
続
信
頼

性
が
高
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だ
。
ス
プ

リ
ン
グ
式
は
ケ
ー
ブ
ル
を
挿
し
込
む
だ
け
で
配

線
作
業
が
完
了
し
、
ね
じ
締
め
作
業
や
締
め
る

加
減
も
不
要
な
ど
、
省
力
化
効
果
は
大
き
い
。

ま
だ
配
線
作
業
が
不
慣
れ
な
初
心
者
で
あ
っ
て

も
簡
単
に
作
業
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
熟
練
作

業
者
で
な
く
て
も
配
線
技
術
習
得
に
時
間
が
か

か
ら
ず
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
振
動
で
の
配
線
の

緩
み
や
経
年
で
の
信
頼
性
に
対
す
る
心
配
も
使

用
実
績
を
重
ね
る
こ
と
で
払
拭
さ
れ
、
採
用
加

速
へ
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
式
も
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
接
続

方
法
に
は
多
少
違
い
が
あ
る
。
配
線
工
具
を
使

用
す
る
方
法
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
工
具
不

要
の
方
法
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
配
線
ケ
ー

ブ
ル
の
先
に
フ
ェ
ル
ー
ル
を
装
着
し
た
方
法
か

ら
、
フ
ェ
ル
ー
ル
な
し
で
被
覆
し
た
ケ
ー
ブ
ル

を
そ
の
ま
ま
端
子
台
に
差
し
込
む
こ
と
が
で
き

る
方
法
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。
配
線
が
き
ち

ん
と
接
続
で
き
て
い
る
か
の
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
表

示
も
可
能
な
こ
と
か
ら
、
作
業
ミ
ス
な
ど
接
続

不
良
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
。

　
従
来
ス
プ
リ
ン
グ
式
は
制
御
用
や
小
電
力
用

を
中
心
に
普
及
が
進
ん
で
い
た
が
、
こ
こ
数

年
、
電
磁
開
閉
器
や
配
線
ブ
レ
ー
カ
ー
に
加

え
、
操
作
用
ス
イ
ッ
チ
や
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源

な
ど
、
従
来
は
ね
じ
式
接
続
が
使
用
さ
れ
て
い

た
機
器
で
も
ス
プ
リ
ン
グ
式
端
子
台
の
採
用
が

増
え
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
電
流
用
で
の
ス

プ
リ
ン
グ
式
端
子
台
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
急
速

に
拡
充
し
て
い
る
。
１
５
０
０
Ⅴ
／
３
０
０
Ａ

の
高
圧
・
高
電
流
の
動
力
・
電
源
用
途
に
対
応

し
た
り
、
電
線
径
２
０
０
平
方
㍉
㍍
と
い
う
太

線
で
も
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

裸
の
電
線
接
続
が
可
能
な
端
子
台
も
販
売
さ
れ

て
い
る
。
　
大
電
流
用
途
で
は
、
丸
型
圧
着
端

子
台
（
丸
端
）
で
配
線
後
の
増
し
締
め
を
す
る

と
い
う
習
慣
が
定
着
し
て
い
る
が
、
ス
プ
リ
ン

グ
式
の
接
続
信
頼
性
へ
の
評
価
の
高
ま
り
に
加

え
、
人
手
不
足
も
重
な
り
、
徐
々
に
こ
の
習
慣

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
増
し
締
め
が
不
要
に

な
る
こ
と
で
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
面
も
ス
プ
リ

ン
グ
式
の
優
位
性
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

市
場
に
大
き
な
変
化
が
出
始
め
て
い
る
。
日
本

で
は
公
共
建
設
物
や
送
配
電
分
野
で
は
ね
じ
式

が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
法
的
な
規
制
が

徐
々
に
見
直
さ
れ
、
国
土
交
通
省
発
行
の
公
共

建
築
工
事
標
準
仕
様
書
（
電
気
設
備
工
事
編
）

の
令
和
４
年
度
（
22
年
度
）
版
に
、
「
ね
じ
な

し
端
子
」
が
制
御
盤
に
使
用
す
る
器
具
の
端
子

と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ス
プ
リ
ン

グ
端
子
を
国
交
省
公
認
で
公
共
案
件
に
も
使
用

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　

　
コ
ロ
ナ
下
で
の
経
済
活
動
も
３
年
目
に
入

り
、
コ
ロ
ナ
の
患
者
数
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
減
少
の
傾
向
が
見
え
て
き
た
。
生
活
ス
タ
イ

ル
も
マ
ス
ク
は
依
然
必
須
の
ア
イ
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
日
数
が
減
少

し
、
展
示
会
も
リ
ア
ル
開
催
が
増
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
配
線
接
続
機
器
の
需
要

は
、
５
Ｇ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
情
報
通
信
の
イ
ン

フ
ラ
投
資
や
、
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
関
連
投
資
、
さ

ら
に
は
人
手
不
足
を
背
景
に
し
た
自
動
化
・
省

人
化
投
資
の
拡
大
な
ど
で
、
大
き
く
拡
大
し
て

い
る
。

　
２
０
２
２
年
３
月
期
決
算
も
、
20
年
、
21
年

と
落
ち
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
の
反
動
も
多
少
あ

る
も
の
の
、
総
じ
て
大
幅
な
増
収
増
益
に
な
っ

て
い
る
会
社
が
多
い
。

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）

の
出
荷
統
計
で
も
、
接
続
機
器
は
20
％
以
上
の

高
い
伸
び
に
な
っ
て
い
る
。

　
国
内
で
収
束
の
方
向
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
コ

ロ
ナ
で
あ
る
が
、
海
外
で
は
中
国
が
主
要
都
市

で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
再
び
開
始
す
る
な
ど
の
影

響
か
ら
、
生
産
、
物
流
網
が
ス
ト
ッ
プ
し
始
め

て
い
る
。
自
動
車
や
家
電
で
は
製
品
や
部
品
、

素
材
の
供
給
が
止
ま
る
な
ど
影
響
か
ら
、
納
期

の
遅
れ
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
材
料
と
な
る
樹
脂
、
金

属
、
銅
な
ど
も
不
足
気
味
で
、
価
格
も
上
昇
し

て
い
る
。
材
料
不
足
で
生
産
が
追
い
つ
か
な
い

結
果
、
受
注
だ
け
が
膨
ら
み
続
け
て
お
り
、
依

然
解
消
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。
機
械
・
装

置
を
裏
か
ら
支
え
る
部
品
だ
け
に
、
そ
の
影
響

は
大
き
い
。



（5）　　　２０２２年（令和４年）５月２５日

配
線
時
間
短
縮
と
誤
配
線
防
止

ＷａｓｈｉＯＮ共立継器

https://www.washion.co.jp

盤間端子台「ＢＫＴ―20形」

短
縮
で
き
、
設
置
す
る
場
所
で
配
線
作

業
時
に
お
い
て
、
誤
配
線
を
心
配
す
る

必
要
が
な
い
。

　
配
電
盤
間
や
制
御
装
置
間
の
配
線
接

続
、
お
よ
び
取
り
外
し
が
容
易
に
行

え
、
端
子
ね
じ
は
バ
ネ
ア
ッ
プ
式
の
た

め
、
配
線
作
業
性
も
良
い
。

　
一
般
的
に
、
盤
を
出
荷
す
る
前
に
工

場
で
電
気
検
査
を
行
っ
た
後
、
出
荷
時

に
は
い
っ
た
ん
分
離
し
、
現
場
で
設
置

時
に
再
び
組
み
立
て
る
が
、
盤
間
端
子

台
を
使
う
こ
と
で
、
制
御
線
を
離
線
す

る
こ
と
な
く
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
取
り
外

し
、
現
地
で
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
接
続
が

　
電
磁
接
触
器
で
高
い
実
績
を
有
す
る

Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
、
盤
間

端
子
台
「
Ｂ
Ｋ
Ｔ
―
20
形
」
の
販
売
に

注
力
し
て
い
る
。

　
盤
間
端
子

台
は
、
電
線

を
接
続
し
た

ま
ま
で
、
端

子
台
の
１
次

側
、
２
次
側

を
分
離
で
き

る
も
の
で
、

盤
間
の
配
線

作
業
時
間
を

で
き
る
。
　

　
ま
た
、
工
場
検
査
な
ど
で
は
１
台
の

試
験
器
で
複
数
台
の
製
品
検
査
を
行
う

場
合
な
ど
に
お
い
て
も
、
盤
間
端
子
台

を
使
う
こ
と
で
配
線
工
数
の
削
減
で
き

る
。
さ
ら
に
、
盤
を
リ
プ
レ
ー
ス
場
合

で
も
工
数
の
削
減
が
可
能
に
な
る
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
、
お
よ
び
Ｎ
Ｋ
Ｔ
レ

ー
ル
に
搭
載
可
能
。

　
定
格
絶
縁
電
圧
は
６
０
０
Ｖ
30
Ａ
・

40
Ａ
で
、
20
Ａ
対
応
品
も
開
発
す
る
予

定
。

　
準
拠
規
格
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
８
２
０
１

―
７
―
１
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｃ
２
８
０

１
。
適
合
電
線
は
３
・
５
ｓ
ｑ
・
５
・

５
ｓ
ｑ
。

配
線
や
収
納
が
同
方
向
に
可
能

ワゴジャパン

https://www.wago.co.jp/

レバー式ワンタッチコネクタ
ストレート結線式「221―2411」

で
あ
る
た
め
、
配
線
作
業
や
収
納
方
法

の
点
か
ら
電
線
と
同
じ
方
向
で
中
継
が

で
き
る
製
品
へ
の
要
望
が
多
か
っ
た
。

結
線
方
法
は
従
来
品
と
同
じ
く
、
電
線

被
覆
を
む
き
出
す
だ
け
で
レ
バ
ー
操
作

に
よ
り
簡
単
に
結
線
・
離
線

が
繰
り
返
し
行
え
る
。
　

　
Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
Ｓ

ス
プ
リ
ン
グ
に
よ
り
結
線
後

は
振
動
に
も
強
く
ゆ
る
ま
な

い
。
圧
着
端
子
や
絶
縁
テ
ー

プ
巻
き
は
不
要
で
大
幅
な
省

力
化
が
可
能
。

　
適
合
電
線
は
０
・
２
〜
４

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
好
評
の
レ
バ
ー

式
ワ
ン
タ
ッ
チ
コ
ネ
ク
タ
の
新
製
品
と

し
て
ス
ト
レ
ー
ト
結
線
式
の
「
２
２
１

―
２
４
１
１
」
を
追
加
し
発
売
す
る
。

　
従
来
製
品
は
、
結
線
方
向
が
１
方
向

㎟
（
単
線
、
可
と
う
よ
り
線
）
０
・
２

〜
２
・
５
㎟
（
Ｉ
Ｖ
７
本
よ
り
線
）
と

幅
広
く
、
定
格
32
Ａ
／
４
５
０
Ｖ
の
大

容
量
で
信
号
線
か
ら
電
源
線
ま
で
あ
ら

ゆ
る
用
途
に
使
用
で
き
る
。

　
ま
た
、
コ
ネ
ク
タ
を
複
数
連
結
し
た

り
、
パ
ネ
ル
面
な
ど
に
固
定
す
る
た
め

の
ア
ダ
プ
タ
も
ア
ク
セ
サ
リ
と
し
て
用

意
し
て
い
る
。
こ
の
ア
ダ
プ
タ
は
１
〜

５
個
用
を
取
り
そ
ろ
え
、
相
互
に
連
結

可
能
。
電
線
引
き
止
め
用
の
結
束
バ
ン

ド
を
固
定
で
き
る
ス
ト
レ
ー
ン
リ
リ
ー

フ
付
き
も
あ
る
。
固
定
方
法
は
ネ
ジ
止

め
、
ス
ナ
ッ
プ
イ
ン
取
り
付
け
足
付
き

が
選
べ
る
ほ
か
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
用
ア
ダ

プ
タ
も
用
意
し
て
お
り
、
用
途
に
応
じ

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
付
け
が
可
能
。

画
期
的
な
タ
テ・ヨ
コ
兼
用

フエニックス・コンタクト

https://vsf.phoenix-contact.jp/

コネクタ端子台
「ＶＳＦシリーズ」

　
コ
ネ
ク
タ
端
子
台
は
通
常
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ

レ
ー
ル
取
り
付
け
時
に
は
「
タ
テ
型
・

ヨ
コ
型
が
別
々
の
型
式
」
で
あ
っ
た

が
、
「
タ
テ
で
も
ヨ
コ
で
も
取
り
付
け

可
能
！
」
と
い
う
全
く
新
し
い
〝
２
Ｗ

Ａ
Ｙ
　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
〞
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
開

発
し
た
の
が
「
Ｖ
Ｓ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」
。

こ
れ
に
よ
っ
て
お
客
さ
ま
の
制
御
盤
製

作
は
さ
ら
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
な
る
。

　
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
盤
で
は
ヨ
コ
取
り

付
け
、
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
盤
に
は
タ
テ

取
り
付
け
と
型
式
一
つ
で
対
応
が
可
能

に
な
る
た
め
、
管
理
部
品
点
数
や
在
庫

ア
イ
テ
ム
の
削
減
に
も
貢
献
す
る
。

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
は
、

お
客
さ
ま
が
従
来
使
用
さ
れ
て
い
る
コ

ネ
ク
タ
端
子
台
に
新
し
い
価
値
を
提
供

し
て
い
る
。

　
20
極
か
ら
50
極
ま
で
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
タ
イ
プ
、
各
社
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
に
対

応
し
た
Ｐ
Ｌ
Ｃ
タ
イ
プ
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
と
コ
ネ
ク
タ
端
子
台
間
を
接
続
す
る

ケ
ー
ブ
ル
な
ど
、
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
か
ら
お
客
さ
ま
に
適
し
た
組
み
合
わ

せ
を
選
択
で
き
る
。

　
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
Ｖ
Ｓ
Ｆ
は
40

極
品
で
横
幅
39
㍉
㍍
（
タ
テ
取
り
付
け

時
）
、
一
般
的
な
ね
じ
式
コ
ネ
ク
タ
端

子
台
と
比
較
し
て
75
％
省
ス
ペ
ー
ス
化

（
同
社
調
べ
）
が
可
能
。
信
頼
の
Ｐ
ｕ

ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
接
続
で
簡
単
・
安
全
・
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
接
続
を
実
現
で
き
る
。
Ｖ

Ｓ
Ｆ
特
設
サ
イ
ト
で
は
、
カ
タ
ロ
グ
・

資
料
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
る
。

独
自
の
金
属
超
音
波
接
合
を
駆
使

オータックス

https://www.otax.co.jp/

各種端子台

信
機
器
、
務
機
器
な
ど
各
種
電
気
機
器

向
け
に
40
年
以
上
に
わ
た
り
製
造
・
販

売
を
し
て
い
る
。

　
端
子
台
で
は
、
主
に
Ｆ
Ａ
、
エ
ア
コ

ン
市
場
向
け
に
販
売
。
現
在
は
独
自
の

「
金
属
超
音
波
接
合
」
を
用

い
、
端
子
台
に
ハ
ー
ネ
ス
加

工
ま
で
施
す
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ネ
ク
タ
で
は
２

０
２
０
年
７
月
に
富
士
通
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
よ
り
コ
ネ
ク

タ
事
業
の
一
部
を
事
業
譲
受

し
た
。
Ｆ
Ａ
分
野
を
中
心
と

　
オ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ
ッ

チ
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
操
作
用
ス
イ

ッ
チ
、
金
属
加
工
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
端

子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
接
続
機
器
を

中
心
に
、
制
御
機
器
、
空
調
機
器
、
通

し
た
産
業
機
器
向
け
の
品
ぞ
ろ
え
を
充

実
す
る
こ
と
で
既
存
の
ス
イ
ッ
チ
・
端

子
台
事
業
と
の
総
合
的
な
商
品
提
案
力

を
強
化
し
売
上
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
中
国
広
東
省
江
門
市
の
新

工
場
で
あ
る
鶴
山
工
場
が
、
20
年
２
月

か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
。
鶴
山
工
場

は
、
同
社
グ
ル
ー
プ
の
全
工
場
の
中
で

最
大
規
模
の
工
場
で
、
土
地
面
積
６
万

８
５
９
８
㎡
（
東
京
ド
ー
ム
約
１
・
５

倍
）
と
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
第
一
期

と
し
て
二
つ
の
工
場
棟
（
延
べ
床
面
積

合
計
約
３
万
５
０
０
０
㎡
）
が
完
成
し

て
い
る
。

　
将
来
は
、
鶴
山
工
場
を
活
用
し
た
電

子
部
品
の
受
託
製
造
サ
ー
ビ
ス
業
務
な

ど
も
本
格
化
し
て
い
く
。

配
線
接
続
機
器 

主
要
各
社
の

製
品
紹
介
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工
場
内
の
扉
は
、防
犯
、防
音
、安
全
、

衛
生
、省
エ
ネ
、保
温
、法
律
上
…

必
要
な
も
の
に
限
定
せ
よ
。

工
場
の
構
造

急所62

に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
絶

対
に
必
要
な
扉
は
あ
り
ま
す

が
、
毎
回
の
開
け
閉
め
は
邪

魔
で
面
倒
で
す
か
ら
理
想
は

　
扉
が
や
た
ら
に
多
い
工
場

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
出
入
り
口
の
扉
に
は
じ
ま

っ
て
、
機
械
の
扉
、
廊
下
の

ゼ
ロ
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

工
場
の
中
に
扉
が
あ
っ
た

ら
、
本
当
に
必
要
か
ど
う
か

を
疑
っ
て
か
か
る
こ
と
で

す
。

　
防
犯
、
防
音
、
安
全
、
衛

生
、
省
エ
ネ
、
保
温
、
法
律

上
…
…
と
い
っ
た
必
要
不
可

欠
の
理
由
以
外
は
美
観
上

か
、
な
ん
と
な
く
だ
っ
た
り

す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
工
場
は
ム
ダ
追
求
の
場

所
で
す
か
ら
、
な
ん
と
な
く

あ
る
と
い
っ
た
モ
ノ
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
。

　
そ
も
そ
も
ひ
ね
っ
て
開
け

る
ド
ア
ノ
ブ
は
、
左
利
き
の

人
に
は
開
け
に
く
い
し
、
両

手
が
ふ
さ
が
っ
て
い
た
ら
開

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
電
車
の
各

車
両
に
あ
る
連
結
の
と
こ
ろ

の
扉
は
本
当
に
必
要
で
し
ょ

う
か
？
　
ム
ダ
に
気
付
い
て

最
近
は
扉
の
な
い
車
両
も
増

え
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
建

扉
、
資
材
収
納
の
ロ
ッ
カ
ー

の
扉
、
事
務
所
の
扉
、
倉
庫

の
扉
…
と
何
を
す
る
に
も
ど

こ
に
行
く
に
も
扉
の
開
け
閉

め
が
必
要
な
工
場
で
す
。

　
以
前
に
イ
ギ
リ
ス
の
工
場

に
行
っ
た
と
き
、
と
に
か
く

扉
が
多
い
の
に
驚
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
理
由
を
聞
く

と
、
法
律
が
そ
う
な
っ
て
い

る
か
ら
仕
方
が
な
い
…
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
来
た
の
で

す
が
、
工
場
の
人
に
本
音
を

聞
く
と
、
意
味
の
な
い
多
さ

だ
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
来

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
当
然
で
す
が
、
扉
が
あ
れ

ば
開
け
閉
め
の
動
作
が
必
要

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

物
の
構
造
の
よ
う
な
こ
と
に

な
る
と
、
も
う
す
べ
て
当
た

り
前
の
変
え
ら
れ
な
い
事
実

…
…
と
い
っ
た
受
け
止
め
ら

れ
方
が
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

例
外
は
な
い
は
ず
で
す
。

工場新設・増設情報 ５月第4週

■SMC、岩手県・遠野工場エリアを拡張。サプライ
ヤー集積で生産能力強化へ
　SMCは、岩手県の遠野工場エリアを国内BCP拠点
として整備して「遠野サプライヤーパーク」を建設し、
サプライヤーを同エリアを誘致・連携して部品生産能
力を拡大する。国内部品調達強化を行い、一貫・迅速
生産体制の確立とサプライチェーンの強化を図る。
　「遠野サプライヤーパーク」は、SMC遠野工場エ
リア西工区の17万8307平方㍍（５万3938坪）の敷地に、
各業種のサプライヤーが入居するサプライヤー棟、素
材・完成品を保管する倉庫棟、生産関連設備の共同利
用と福利厚生施設などが入る共用棟を建設し、2025年
春から本格運用を開始する。

　同パークでは同社とサプライヤーが生産合理化に向
けて協業体制をとり、一貫生産体制とすることで品質
改善、コスト低減、在庫適正化、製造リードタイム削
減による競争力強化につなげる。測定器や物流網など
のインフラも共同活用してコストと業務効率化につな
げる。
　また、製造現場のエッジコンピューティングとIT
環境を共同活用し、生産合理化のためのDXを進める。
サプライヤーの生産活動に対する改善支援や、データ
ドリブンでの目標設定とPDCAサイクルを運用するこ
とで、市場ニーズに対応した短納期の生産体制を構築
する。
　同パークに先立ち、2023年春から現在建設中の遠野
第２工場の一部を使って先行運用を開始する。
■FUJI、愛知県・岡崎工場に新工場棟建設。電子部
品実装ロボットの生産能力強化
　FUJIは、愛知県岡崎市の岡崎工場の一部の建て替
え工事を実施し、新たな工場棟を建設する。
　新工場は４階建て延床面積３万2500平方㍍。2022年
11月に着工し、24年９月操業開始予定。

　岡崎工場は電子部品実装ロボット製造の主力工場
で、最新のロボット技術やIoT技術を導入して生産能
力を増強する。導入する設備は、多関節ロボット、自
動搬送ロボット、ロボット倉庫、屋内測位技術、統合
生産管理システムなど。総工費は約100億円。
■スバル、国内生産体制再編へ５年間で2500億円の設
備投資。電動車の新生産ラインも
　スバルは、2050年に向けたCO２削減ロードマップの
加速に向け、電動車（バッテリーEV＋ハイブリッド車）
を中心とした国際生産体制の再編を進める。BEVの
自社生産と次世代パワーユニットの生産体制の構築に
2024年３月期以降に５年間で2500億円の設備投資を予
定している。
　具体的には、パワーユニット工場の再編として次世
代ハイブリッドシステムの生産を埼玉県の北本工場に
移管。2025年をめどにガソリン車とバッテリーEV混
流生産ラインでBEVの自社生産を開始し、2027年以
降に群馬県の大泉工場にBEV専用生産ラインを立ち
上げる計画。

■協和キリン、群馬県・高崎工場に新バイオ医薬原薬
製造棟を建設。2024年竣工
　協和キリンは、主にバイオ医薬品の生産を担う群馬
県高崎市の高崎工場に新たな原薬製造棟（HB７棟）
を建設する。設備投資額は100億円超。2024年４月に
竣工、６月から順次稼働を開始する予定。治験原薬製
造開始は2025年以降の見込み。

　新製造棟は、独自の抗体技術やタンパク工学を活用
したバイオ医薬品の原薬製造に対応し、初期開発治験
原薬用のGMP製造設備とパイロット設備の両方を備
える。初期プロセス開発から治験原薬の製造までを同
一設備構成ででき、より迅速な治験原薬の供給、速や
かな初期開発治験の開始が可能になる。また自社で初
期開発製造設備を有することでより柔軟に少量多品目
の初期開発品を製造できるようになる。パイロット設
備では、バイオ医薬品原薬の新技術である連続生産方
式の検証を計画している。
　教育設備も設置し、工場のスタッフやオペレーター
に実機を使ったレベル別の教育訓練を行えるようにす
る。
　鉄骨造り地下１階・地上４階建てで、延べ床面積は
8540平方㍍。
■古河電工、三重事業所内に新工場。半導体製造工程
用テープ生産能力増強

　古河電気工業は、半導体需要の高まりに対応し、半
導体製造工程で使う仮固定用テープを製造している三
重事業所（三重県亀山市能褒野町20番地16）内に新工
場を建設して生産能力を増強する。新工場の延床面積
は8000平方㍍で、投資金額は70億円。2025年４月から
量産を開始する。
■ルネサス、甲府工場に900億円規模の設備投資。パ
ワー半導体の生産強化
　ルネサスエレクトロニクスは、ルネサスセミコンダ
クタマニュファクチュアリングの甲府工場（山梨県甲
斐市西八幡4617）に900億円規模の設備投資を行い、
300㍉ウエハ対応のパワー半導体生産ラインとして、
2024年に稼働再開させる。

　同工場はもともと150㍉および200㍉ウエハ対応の生
産ラインを有していたが、2014年10月に閉鎖。このほ
ど現存する建屋を有効活用し、パワー半導体専用の
300㍉ラインとして稼働を再開させることとなった。
クリーンルーム面積は１万8000平方㍍で、電気自動車
向けに需要急拡大が見込まれているパワー半導体、特
にIGBT、パワーMOSFETを生産する予定。量産開
始すると、同社のパワー半導体の生産能力は現在の２
倍規模になる。

■森永乳業、茨城県・利根工場のドリンクヨーグルト
新製造ラインが稼働
　森永乳業は、茨城県常陸市の利根工場（茨城県常総
市内守谷町4013-１）に増設したドリンクヨーグルト
の新製造ラインが稼働開始した。投資金額は25億円。
　新製造ラインでは、従来よりも15％軽量化したペッ
トボトル容器を採用し、今年度中に既存の製造ライン
でも順次軽量化したペットボトル容器に切り替えてい
く。
■TDK、積層セラミック生産体制を強化。岩手県北上
市に新製造棟。2024年竣工
　TDKは、積層セラミックコンデンサ（MLCC）の
生産体制強化に向け、TDKエレクトロニクスファク
トリーズ（秋田県由利本荘市）の北上工場（岩手県北
上市和賀町後藤２地割106-163）の敷地内に新たに製
造棟を建設する。2023年３月から建設を開始し、24年
６月の竣工を予定している。

　EVやADASなど自動車の進化によりECUの消費電
力増加や高電圧化が進み、また車載用電装機器の小型
化や高機能化によって電子部品の搭載数の増加と厳し
い環境での使用が増え、電子部品への小型化、高性能
化、高信頼性化の要求が高まり、高信頼性MLCCの需
要が急増している。新製造棟はそうした需要に合わせ
たもので、地上４階建てで延床面積は３万3000平方㍍。
24年９月の量産開始を目指す。
■ブロックファーム、静岡県沼津市の植物工場が完成。
生産開始へ
　ブロックファームは、静岡県沼津市に葉物野菜の量
産工場として建設していた「ブロックファーム植物工
場」（静岡県沼津市原2297）が完成し、生産を開始す
る。

　同社は、FA商社の菱電商事と農業スタートアップ
のファームシップの共同出資による、植物工場野菜の
生産を行う合弁会社として2020年10月に設立。同工場
は閉鎖型植物工場となり、年間1000㌧のほうれん草の
大量生産を行う予定。栽培と加工、冷凍の一体型施設
となっており、市場ニーズへ柔軟に対応が可能。全量
自家消費メガソーラーを併設してCO２排出量を抑え、
環境制御技術と自然エネルギーを活用して栽培室の使
用電力を従来工場に比べて半減させている。鉄骨２階
建てで、敷地面積は２万平方㍍、延べ床面積は8000平
方㍍。総工費は30億円となっている。
■双葉工業、島根県江津市の工場を拡張。投資額３億
6000万円
　自動車用プレス部品メーカーの双葉工業は、新規車
種の量産に向け、桜江工場（島根県江津市桜江町小田
１番地）を拡張する。2023年６月の稼働開始予定で、総
投資額は約３億6000万円。
　投資内容は、工場出荷場の拡張、搬送ロボット、高
圧受電設備、コンプレッサーの更新など。
■特殊金属エクセル、新工場や新規設備導入に14億円
の投資
　精密金属材料の特殊金属エクセルは、新工場と圧延
機など新規設備導入に14億円を投資する計画。


